
第 4日 4月 14 日（日）

教育講演 7

（第 3 会場：4 号館 1F 白鳥ホール北，10：10～10：40）
卵巣癌治療の最近の知見

座長：熊本大学 片 渕 秀 隆
演者：東京慈恵会医科大学 岡 本 愛 光

教育講演 8

（第 3 会場：4 号館 1F 白鳥ホール北，11：10～11：40）
コルポスコープで観察できる子宮頸部・腟内病変

座長：岐阜大学 森 重 健一郎
演者：藤田医科大学 藤 井 多久磨

生涯研修プログラム 11

（第 3 会場：4 号館 1F 白鳥ホール北，8：30～10：00）
妊娠高血圧症候群（母体管理，胎児管理）

座長：順天堂大学 板 倉 敦 夫
1）母体管理 1（子癇―妊産婦脳卒中の治療戦略）

演者：大野レディスクリニック 大 野 泰 正
2）母体管理 2（母体管理，HELLP 症候群など）

演者：北海道大学 森 川 守
3）胎児管理

演者：三重大学 田 中 博 明

医療安全講習会 （ビデオ上映・事前登録制）

（第 2 会場：1 号館 4F レセプションホール，13：30～14：30）
（第 4 会場：4 号館 1F 白鳥ホール南，13：30～14：30）
医師がマネジメントする安全な医療
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感染対策講習会 （ビデオ上映・事前登録制）

（第 2 会場：1 号館 4F レセプションホール，15：00～16：00）
（第 4 会場：4 号館 1F 白鳥ホール南，15：00～16：00）
産婦人科医に役立つ感染制御の基礎知識

ビデオセッション（ビデオ上映）

（第 6 会場：1 号館 4F 会議室 141+142，8：30～10：10 / 10：10～11：50 / 13：20～15：00）
1）腹腔鏡下広汎子宮全摘術

演者：がん研究会有明病院 金 尾 祐 之
2）当科で行う腹腔鏡下子宮体癌手術における子宮全摘術，骨盤リンパ節郭清術

演者：三重県立総合医療センター 田 中 浩 彦
3）腹腔鏡による全後腹膜（傍大動脈・骨盤）リンパ節郭清術

演者：倉敷成人病センター 安 藤 正 明
4）The microsurgical TLH―ダグラス窩完全閉塞例に対する逆行性子宮全摘術―

演者：大阪中央病院 松 本 貴
5）TLH と RASH の Tips＆Tricks

演者：倉敷成人病センター 太 田 啓 明

会長特別企画

（第 2 会場：1 号館 4F レセプションホール，10：00～11：50）
最新研究成果から得られた未来指向型医療への展望

座長：京都大学 万 代 昌 紀
大分大学 楢 原 久 司

1）新たな医療技術としての子宮移植の現況と展望～世界，そして日本～
演者：慶應義塾大学 阪 埜 浩 司

2）生殖医療―近未来へのイノベーション―
演者：東京大学 大須賀 穣

3）大気圧プラズマを用いた医療応用の最前線
演者：名古屋大学未来社会創造機構 堀 勝

4）ゲノム解析に基づいた個別化医療
演者：愛知県がんセンターリスク評価センター/

愛知県がんセンター研究所がん予防医療研究領域
分子遺伝学分野 井 本 逸 勢

5）婦人科領域における卵巣癌個別化医療への一歩
演者：奈良県立医科大学 小 林 浩
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医会・学会共同企画 「生涯研修プログラム」

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，8：30～8：35）
挨拶

日本産婦人科医会会長 木 下 勝 之

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，8：35～10：20）
「生涯研修プログラム 9」：母体安全への提言から～妊産婦死亡の新たな主原因を探る～

座長：三重大学 池 田 智 明
石渡産婦人科病院 石 渡 勇

1）妊産婦死亡原因の変遷（オーバービュー）
演者：三重大学 池 田 智 明

2）妊娠中の敗血症（A 群溶連菌を含む）管理の留意点
演者：東邦大学 中 田 雅 彦

3）妊娠高血圧症候群関連死を防ぐためには？
演者：榊原記念病院 桂 木 真 司

4）羊水塞栓症管理指針
演者：浜松医科大学 田 村 直 顕

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，10：20～11：40）
「生涯研修プログラム 10」：産科医療補償制度再発防止に関する報告書から～胎児機能不全を見逃さないために
は～

座長：大阪大学 木 村 正
前田産科婦人科医院 前 田 津紀夫

1）常位胎盤早期剝離との鑑別が必要であった切迫早産
演者：横浜市立大学市民総合医療センター 青 木 茂

2）切迫早産に潜んでいた絨毛膜羊膜炎
演者：総合母子保健センター愛育病院 山 下 隆 博

3）胎児心拍数陣痛図の判読に関する教訓
演者：聖マリアンナ医科大学 長谷川 潤 一

4）遷延分娩を経て脳性麻痺に至った事例の留意点
演者：葛飾赤十字産院 鈴 木 俊 治
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医会・学会共同企画 ハンズオンセミナー

（1 号館 3F 会議室 135，13：10～15：10）
児頭最大周囲径の位置を正確に評価するためには？～急速遂娩シミュレーション講習～

指導者：日本産婦人科医会会長 木 下 勝 之
順天堂大学 竹 田 省

順天堂大学スタッフ
埼玉医科大学スタッフ

指導医講習会

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，13：30～15：00）
男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会・医療改革委員会・産婦人科未来委員会共同企画
働き方改革元年～主治医制？チーム制？～

座長：旭川医科大学 千 石 一 雄
東北大学 八重樫 伸 生

1）「産婦人科医の働き方改革 宣言と提言」について
演者：北里大学/医療改革委員会委員長 海 野 信 也

2）労務管理の基本知識
演者：塩原公認会計士事務所特定社会保険労務士 福 島 通 子

パネルディスカッション
～交代制勤務 主治医制/オンコール～

司会：日本赤十字社医療センター 木 戸 道 子
秋田赤十字病院 富 樫 嘉津恵

パネリスト：北里大学/医療改革委員会委員長 海 野 信 也
塩原公認会計士事務所特定社会保険労務士

福 島 通 子
東京大学 園 田 正 樹
富山大学 草 開 妙

災害対策・復興委員会企画

（第 5 会場：3 号館 3F 国際会議室，8：30～10：00）
～これだけは知っておきたい災害対策～

座長：北里大学 海 野 信 也
滋賀医科大学 村 上 節

1）小児周産期リエゾンの役割と活動
演者：あいち小児保健医療総合センター救急科 伊 藤 友 弥

2）大阪北部地震におけるリエゾンの実際
演者：りんくう総合医療センター 荻 田 和 秀
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3）大規模災害対策情報システムの活用
演者：久留米大学 津 田 尚 武

4）災害前に整えておくべきこと
演者：杏林大学 西ヶ谷 順 子

5）災害時小児周産期リエゾン連絡協議会
演者：北里大学 海 野 信 也

編集委員会企画（Wiley 協賛）

（第 7 会場：2 号館 2F 会議室 224，10：20～11：40）
基本的な論文の書き方

座長：川崎医科大学 下 屋 浩一郎
大阪市立大学 古 山 将 康

演者：The Royal Thai College of Obstetricians and
Gynaecologists；Vice President, AOFOG

Pisake Lumbiganon
自治医科大学 松 原 茂 樹
九州大学 加 藤 聖 子

倫理委員会企画

（第 7 会場：2 号館 2F 会議室 224，8：30～10：00）
JSOG周産期・腫瘍・生殖データベースの新展開

座長：徳島大学 苛 原 稔
東海大学 三 上 幹 男

1）日本産科婦人科学会の登録データベースを二次利用した臨床研究について
演者：慶應義塾大学 山 上 亘

2）腫瘍登録データベースの活用
演者：山形大学 永 瀬 智

3）周産期分野
演者：富山大学 塩 﨑 有 宏

4）生殖分野
演者：秋田大学大学院医学系研究科環境保健学講座

前 田 恵 理
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未来委員会内若手委員会企画

（第 4 会場：4 号館 1F 白鳥ホール南，11：00～11：40）
リクルートを変える，未来へ繋ぐ
～2020 年産婦人科初期研修必修化にむけて～

座長：未来委員会委員長 生 水 真紀夫

第 1部 研修必修化に向けての基調提言

第 9 回スプリングフォーラムワークショップより
演者：若手委員会委員 松 尾 光 徳

若手委員会委員 下 地 裕 子

第 2部 パネルディスカッション

テーマ：初期研修医にとって魅力的な産婦人科研修とは？
司会：未来委員会副委員長 甲 賀 かをり

若手委員会委員長 的 場 優 介
パネリスト

新潟大学医歯学総合病院助教 磯 部 真 倫
東京慈恵会医科大学講師 柳 田 聡
亀田総合病院総合周産期母子医療センター 鈴 木 真
大阪警察病院医長 高 田 友 美
鳥取大学助教 小 松 宏 彰
久留米大学助教 堀之内 崇 士

子宮筋層・内膜症病変生検研究会 ハンズオンセミナー

（第 8 会場：2 号館 2F 会議室 222+223，10：00～11：00）
座長：防衛医科大学校 古 谷 健 一
演者：大阪市立大学 市 村 友 季

生殖・内分泌委員会報告

（第 12 会場：1 号館 3F 会議室 133+134，10：10～10：40）
月経異常診断の標準化に関する小委員会から
「月経異常」に関する定義および用語の見直し（案）について

座長：金沢大学 藤 原 浩
演者：群馬大学 岩 瀬 明
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日本婦人科腫瘍学会センチネルリンパ節関連委員会企画ワークショップ

（第 4 会場：4 号館 1F 白鳥ホール南，9：00～10：30）
センチネルリンパ節生検の現状と保険適用に向けて

座長：日本婦人科腫瘍学会センチネルリンパ節関連委員会委員長，
鹿児島大学 小 林 裕 明

1）国内各施設の取り組みと保険収載に向けた現状
演者：鹿児島大学 小 林 裕 明

2）子宮頸がんセンチネルリンパ節生検
演者：仙台医療センター 新 倉 仁

3）子宮体がんセンチネルリンパ節生検
演者：国際医療福祉大学三田病院女性腫瘍センター

進 伸 幸
4）外陰がんセンチネルリンパ節生検

演者：岩手医科大学 馬 場 長

ランチョンセミナー 28 ST

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，12：00～13：00）
女性の QOL 向上を目指した排尿・排便へのアプローチ

共催：アステラス製薬株式会社
座長：大阪市立大学 古 山 将 康

1）慢性便秘症の薬物療法
演者：鳥取大学機能病態内科学分野 磯 本 一

2）女性下部尿路症状の診断・治療のポイント
演者：東京女子医科大学東医療センター骨盤底機能再建診療部

泌尿器科 巴 ひかる

ランチョンセミナー 29

（第 2 会場：1 号館 4F レセプションホール，12：00～13：00）
『私が取り組んでいる業務の効率化』～電子カルテの開発・紙から電子へ～

共催：タック株式会社
座長：名古屋大学 梶 山 広 明
演者：愛育会クリニックママ 古 井 憲 司
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ランチョンセミナー 30 ST

（第 3 会場：4 号館 1F 白鳥ホール北，12：00～13：00）
いま，見直そう！鉄欠乏性貧血治療

共催：ゼリア新薬工業株式会社
座長：京都府立医科大学 北 脇 城

1）鉄欠乏性貧血における静注鉄剤の位置づけ
演者：京都府立医科大学 北 脇 城

2）The impact of IDA on women’s health and the benefits of active management
演者：Newcastle Upon Tyne Hospitals NHS Foundation Trust, UK

Diana Mansour

ランチョンセミナー 31

（第 4 会場：4 号館 1F 白鳥ホール南，12：00～13：00）
慢性便秘の病態と新治療戦略

共催：EA ファーマ株式会社/持田製薬株式会社
座長：聖路加国際病院 百 枝 幹 雄
演者：川崎医科大学検査診断学（内視鏡・超音波） 眞 部 紀 明

ランチョンセミナー 32

（第 5 会場：3 号館 3F 国際会議室，12：00～13：00）
ロボット支援下子宮悪性腫瘍手術の導入のその先 ―まず極める，そして教育する―

共催：インテュイティブサージカル合同会社
座長：島根大学 京 哲
演者：豊橋市民病院 梅 村 康 太

三重大学 近 藤 英 司

ランチョンセミナー 33

（第 6 会場：1 号館 4F 会議室 141+142，12：00～13：00）
先天性感染症の最前線―サイトメガロウイルスほか―

共催：株式会社シノテスト
座長：日本大学 川 名 敬
演者：神戸大学 山 田 秀 人
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ランチョンセミナー 34

（第 7 会場：2 号館 2F 会議室 224，12：00～13：00）
婦人科鏡視下手術における無血視野手術を目指して―手術解剖学のメルクマールとコツ―

共催：コヴィディエンジャパン株式会社
座長：神戸大学 寺 井 義 人
演者：水戸赤十字病院 竹 中 慎

静岡県立静岡がんセンター 髙 橋 伸 卓

ランチョンセミナー 35

（第 8 会場：2 号館 2F 会議室 222+223，12：00～13：00）
婦人科悪性腹水における腹水濾過濃縮再静注法（CART）の意義と実際

共催：旭化成メディカル株式会社
座長：横浜市立大学 宮 城 悦 子

1）婦人科悪性腫瘍初回治療患者に対する CART の適用
演者：兵庫県立がんセンター 長 尾 昌 二

2）卵巣がん治療ガイドラインに基づいた CART の応用
演者：東京女子医科大学 田 畑 務

ランチョンセミナー 36

（第 9 会場：2 号館 1F 展示室 211，12：00～13：00）
Placenta-mediated pregnancy complications?

共催：バイエル薬品株式会社
座長：大阪母子医療センター 光 田 信 明
演者：日本医科大学 中 井 章 人

ランチョンセミナー 37

（第 10 会場：2 号館 1F 展示室 212，12：00～13：00）
子宮内膜症の one theory―アポトーシス抵抗性

共催：ノーベルファーマ株式会社/富士製薬工業株式会社/日本新薬株式会社
座長：山口大学 杉 野 法 広
演者：鳥取大学 谷 口 文 紀
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ランチョンセミナー 38

（第 11 会場：1 号館 3F 会議室 131+132，12：00～13：00）
グリーン光療法による新生児高ビリルビン血症の管理

共催：トーイツ株式会社
座長：愛媛大学 杉 山 隆
演者：香川大学小児科学 日 下 隆

ランチョンセミナー 39

（第 12 会場：1 号館 3F 会議室 133+134，12：00～13：00）
共催：DKSH ジャパン株式会社

CIN に対する CO2レーザー蒸散治療
座長：東京慈恵会医科大学/千葉徳洲会病院 佐々木 寛
演者：藤井レディースクリニック 藤 井 恒 夫

骨盤臓器脱の画像診断 ～閉経後性器尿路症候群（GSM）に対する腟レーザー治療効果を含めて～
座長：国際医療福祉大学臨床医学研究センター/山王メディカル

センター・女性医療センター 太 田 博 明
演者：国際医療福祉大学三田病院放射線診断センター

奥 田 逸 子

閉会式

（第 1 会場：1 号館 2F センチュリーホール，15：00～15：10）
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高得点日本語演題

第4日 4月 14 日（日）第 9会場
2号館 1F：展示室 211

9：00～9：45
高得点日本語演題 1 腫瘍

座長：大阪医科大学 大道 正英
福岡大学 宮本 新吾

HS―1― 1. 日本人女性におけるHPV16 variant と発がんリスク 廣瀬佑輔（昭和大病院）他
HS―1― 2. α4GnTとαGlcNAc は子宮頸部胃型粘液性癌の予後マーカーとなる

井田耕一（信州大）他
HS―1― 3. 卵巣がん腹膜播種形成時における腹膜の変化と役割 杉山麻衣（名古屋大）他
HS―1― 4. 新規キャリアー細胞EHMK-51-35 の腹腔内播種性卵巣癌腫瘍に対する抗腫瘍効果

濱田雄行（東邦大）
HS―1― 5. 本邦における生まれ年度ごとのCIN3 罹患リスク評価とHPVワクチンの有効性

八木麻未（大阪大）他

第 4日 4月 14 日（日）第 10会場
2号館 1F：展示室 212

9：00～9：45
高得点日本語演題 2 周産期 1

座長：浜松医科大学 伊東 宏晃
自治医科大学 松原 茂樹

HS―2― 1. 妊娠糖尿病診断における International Association of Diabetes and Pregnancy
Study Group（IADPSG）基準導入は妊娠分娩転帰を改善させたか？

進藤亮輔（横浜市立大センター病院）他
HS―2― 2. 妊娠糖尿病妊婦の合理的管理を目的としたリスク因子トリアージ

山下 洋（成育医療ネットワーク研究産科グループ）他
HS―2― 3. カニクイザルを用いた危機的産科出血に対する動脈塞栓術の基礎的研究

五十嵐豪（聖マリアンナ医大）他
HS―2― 4. 帝王切開における回収式自己血輸血が母体に及ぼす生理的影響に関する研究（第一

報） 早田英二郎（東邦大医療センター大森病院）他
HS―2― 5. 産科出血に対する子宮動脈塞栓術後の生殖機能に関する追跡調査

北村亜也（杏林大）他
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第 4日 4月 14 日（日）第 11会場
1号館 3F：会議室 131+132

9：00～9：45
高得点日本語演題 3 周産期 2

座長：防衛医科大学校 古谷 健一
川崎医科大学 下屋浩一郎

HS―3― 1. 腟内細菌叢解析による絨毛膜羊膜炎の予測 漆山大知（福岡大）他
HS―3― 2. 一絨毛膜二羊膜双胎の妊娠初期臍帯付着部異常による合併症の発症予測についての

検討 齋藤水絵（昭和大病院）他
HS―3― 3. 先天性横隔膜ヘルニアモデルにおける活性型ビタミン D による肺高血圧改善効果

の分子学的機構の探索 伊藤由美子（名古屋大）他
HS―3― 4. 本邦における臍帯穿刺に関する実態調査～多施設共同研究～

笹原 淳（全国周産期医療連絡協議会）他
HS―3― 5. 拡散尖度画像を用いた産後うつ病の脳内イメージング 佐々木由梨（岩手医大）他

第 4日 4月 14 日（日）第 12会場
1号館 3F：会議室 133+134

9：00～9：54
高得点日本語演題 4 生殖・内分泌

座長：東京医科大学 久慈 直昭
関西医科大学 岡田 英孝

HS―4― 1. 光応答性 CRISPR/CAS9 システムによる生殖能の in vivo 制御
髙尾知佳（慶應大）他

HS―4― 2. 小児の卵巣予備能評価法として抗ミュラー管ホルモン（AMH）測定は有用か？
白石絵莉子（聖マリアンナ医大）他

HS―4― 3. PGT-A で生検された TE の核型解析はヒト胚盤胞全体の核型の状態を正確に表さ
ない 髙橋玄徳（秋田大附属病院）他

HS―4― 4. 融解胚盤胞移植における妊娠成立予測モデルの作成および有効性の検討
羽原俊宏（岡山二人クリニック）他

HS―4― 5. 乳がん女性とその夫の妊孕性温存に関する心理教育プログラム（O!PEACE）の効果
評価：多施設合同によるランダム化比較試験 鈴木由妃（聖マリアンナ医大）他

HS―4― 6. 中高年女性のうつ症状はビタミン E 摂取量の少なさと関連する
鈴木理沙（医科歯科大）他

14
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

― 186 ―



日本語ポスター

第4日 4月 14 日（日）ポスター会場 1
2号館 3F：連絡通路

13：20～14：00
Group 70 子宮頸部腫瘍・子宮頸癌―診断・治療

座長：筑波大学/茨城県立中央病院 沖 明典

P―70― 1. 婦人科悪性腫瘍に対してアミノレブリン酸塩酸塩（5ALA）を用いた Photodynamic
Diagnosis（PDD）の検討 佛原悠介（関西医大）他

P―70― 2. CIN2 病変部の CD4 陽性細胞の浸潤密度は CIN2 の予後予測に有用である
田中恒成（慶應大）他

P―70― 3. 生検トレパンを用いた子宮頸部生検により子宮頸部上皮内腫瘍 3（CIN3）と診断し
えた円錐切除術後外子宮口完全閉鎖の 1 例 舟田里奈（箕面市立病院）他

P―70― 4. 当院における子宮頸部蒸散術後の細胞診・HPV 併用検診の有用性について
栗山裕貴（東海大）他

P―70― 5. 分葉状頸管腺過形成（LEGH）の癌化の予測因子としての子宮頸部多発囊胞性病変の
診断的意義 大森真紀子（山梨大）他

P―70― 6. CIN に対するフェノール療法の臨床的検討 前濱俊之（豊見城中央病院）他
P―70― 7. 子宮頸部扁平上皮内病変における基底層での Ki-67 発現の特徴

梅﨑 靖（長崎医療センター）他
P―70― 8. 臨床的に分葉状頸管腺過形成と診断し，経過観察中に癌化した 1 例

小原久典（信州大）他
P―70― 9. 子宮頸がんに対する光線力学療法の治療機序～生体モデルを用いた二光子顕微鏡に

よる観察～ 松家まどか（浜松医大）他
P―70― 10. 子宮頸部異形成に対するレーザー蒸散術の有用性の検討

坂口仁美（泉州広域母子医療センター市立貝塚病院）他

13：20～14：00
Group 71 子宮頸部腫瘍・子宮頸癌―臨床検討

座長：藤田医科大学 杉原 一廣

P―71― 1. 子宮頸癌腺癌 I B1 期症例における臨床病理学検討
辻 圭太（特定非営利活動法人婦人科悪性腫瘍研究機構）他

P―71― 2. 出産後 1 年以内に浸潤子宮頸癌を発症した 10 例の後方視的検討
井平 圭（北海道大病院）他

P―71― 3. 当科における子宮頸癌合併妊娠の管理と予後・妊孕性温存についての検討
銘苅桂子（琉球大附属病院）他

P―71― 4. 当院の子宮頸部腺癌患者の傾向と治療 岡宮稜子（東海大付属病院）他
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P―71― 5. 子宮頸部腺癌におけるリンパ管侵襲および静脈侵襲と再発様式や予後との関連につ
いて 平良祐介（琉球大附属病院）他

P―71― 6. 当院での高齢子宮頸癌の傾向と治療 大岩一平（東海大付属病院）他
P―71― 7. 子宮頸部胃型腺癌の再発様式 藤本悦子（四国がんセンター）他
P―71― 8. 子宮頸部上皮内腫瘍・浸潤癌症例に生じた重複癌の検討

大塚伊佐夫（亀田総合病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 2
2号館 3F：会議室 231

13：20～14：00
Group 72 子宮体癌―基礎

座長：順天堂大学 寺尾 泰久

P―72― 1. ヒト子宮体癌由来培養細胞を用いた Reprogrammed-Cancer cell の作成
矢野倉恵（慶應大）他

P―72― 2. 子宮内膜癌の悪性化における ASPP2 の役割 嶋田浩志（日鋼記念病院）他
P―72― 3. 子宮体がんスクリーニングにおける子宮内膜液状化細胞診検体を用いた遺伝子解析

の有用性 松浦基樹（札幌医大）他
P―72― 4. PIM1 高発現は子宮内膜癌患者の予後不良を予測する因子になり得る

竹内穂高（信州大）他
P―72― 5. P-REX2a の発現は子宮体癌において予後不良因子である

竹下 奨（一宮市立市民病院）他

13：20～14：00
Group 73 子宮体癌―手術

座長：仙台医療センター 新倉 仁

P―73― 1. 子宮体癌における腹腔鏡下センチネルマッピングおよびナビゲーション手術
嶋田知紗（北海道がんセンター）他

P―73― 2. リンパ節転移低リスクの子宮体癌に対するリンパ節郭清省略の妥当性についての検
討 朝野拓史（北海道大病院）他

P―73― 3. 子宮体癌におけるセンチネルリンパ節の術中迅速診断に基づくナビゲーション手術
の前方視的研究 山崎博之（北海道がんセンター）他

P―73― 4. 腹腔鏡下子宮体癌手術の術前検査に PET/CT 検査を追加する意義についての後方
視的検討 澁谷裕美（杏林大）他

P―73― 5. 子宮体癌に対する鏡視下センチネルリンパ節生検の有用性の検討
古郡 恵（横浜市立市民病院）他

P―73― 6. 子宮体癌における準広汎子宮全摘術の有用性に関する検討
富永茉莉子（熊本大）他

P―73― 7. 術前診断が困難であった子宮鏡下手術症例の検討 高山敬範（日本生命病院）他
P―73― 8. 高度肥満の子宮体癌患者に対する術前減量入院の効果

今井 賢（自治医大附属さいたま医療センター）他
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13：20～14：00
Group 74 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―臨床検討 1

座長：聖マリアンナ医科大学東横病院 戸澤 晃子

P―74― 1. MRI による卵巣腫瘍における血管透過性の検討
塚田貴史（国立がん研究センター中央病院）他

P―74― 2. 卵巣明細胞癌は本当に悪者か～当院 18 年間の卵巣明細胞癌の治療成績と予後の解
析 北井美穂（兵庫県立がんセンター）他

P―74― 3. 術前に所属リンパ節腫大のない進行卵巣・卵管・腹膜癌に対する系統的リンパ節郭
清の有無による予後と再発様式についての後方視的比較検討

冨村華蓮（京都大附属病院）他
P―74― 4. 早期卵巣癌における後腹膜リンパ節郭清の治療的意義の検討

山本香澄（兵庫県立がんセンター）他
P―74― 5. 当院における卵巣癌 III，IV 期に対する婦人科医を中心とした拡大手術の導入と手

術成績の検討 吉田 浩（横浜市立市民病院）他
P―74― 6. 卵巣癌における血栓症発症のリスク要因と予後の検討

髙﨑和樹（防衛医大病院）他
P―74― 7. 卵巣癌での後腹膜リンパ節廓清の治療的意義について

施 惠子（筑波大附属病院）他
P―74― 8. 卵巣境界悪性腫瘍，悪性腫瘍の茎捻転 中西 透（東北医科薬科大病院）他
P―74― 9. 卵巣明細胞癌および高異型度漿液性癌におけるエストロゲン受容体サブタイプ発現

の検討 小作大賢（鳥取大）他
P―74― 10. 放射線治療を行った再発卵巣癌の検討 河井啓一郎（名古屋第二赤十字病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 3
2号館 3F：ロビー

13：20～14：00
Group 75 絨毛性疾患

座長：獨協医科大学 坂本 尚徳

P―75― 1. 卵細胞内精子注入法により妊娠が成立し，臨床所見からは疑われずに病理組織学的
診断により全胞状奇胎と診断された一例

古守真由子（東邦大医療センター大森病院）他
P―75― 2. 当院での過去 5 年間における胞状奇胎症例についての検討

田中達也（淀川キリスト教病院）他
P―75― 3. 間葉性異型性胎盤と画像上鑑別が困難であった胎児共存胞状奇胎の一例

郡 悠介（都立多摩総合医療センター）他
P―75― 4. 定位放射線治療により寛解した絨毛癌脳転移の一例 渡邉絵里（名古屋大）他
P―75― 5. 流産処置後に全胞状奇胎と診断された 1 例 永井麻衣（JCHO 大阪病院）他
P―75― 6. 先行妊娠から 25 年以上経過し絨毛癌を発症した一例

小柳津美佳（防衛医大病院）他

14
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

― 189 ―



P―75― 7. 子宮絨毛癌の一例 市川英俊（旭川医大）他
P―75― 8. 妊娠歴不明の子宮頸部絨毛癌の 1 例 沈 嬌（日本生命病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 4
2号館 3F：会議室 232+233

13：20～14：00
Group 76 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 1

座長：札幌医科大学 岩崎 雅宏

P―76― 1. 妊孕性温存に苦慮した若年女性の両側卵巣漿液性境界悪性腫瘍の一例
荒木皓光（金沢大附属病院）他

P―76― 2. 卵巣癌合併妊娠の一例 香川智洋（徳島大病院）他
P―76― 3. 若年に発症し予後不良であった壁在結節を伴う卵巣粘液性癌 Mucinous

adenocarcinoma with mural nodule（anaplastic carcinoma）の 1 例
小山美佳（姫路赤十字病院）他

P―76― 4. 演題取り下げ
P―76― 5. 診断に難渋した卵管癌 2 例を基にした卵管癌の診断について

土橋裕允（宍粟総合病院）他
P―76― 6. 9 年後に癌肉腫として副腎に再発した卵管漿液性腺癌の一例

西田正和（大分大）他
P―76― 7. 成人の Nuck 管水腫内に再発した卵巣粘液性境界悪性腫瘍の 1 例

竹内正久（大分県立病院）他
P―76― 8. 8 年間経過観察されていたが 3 か月で急速に増大した卵巣悪性腫瘍の一例

北島佑佳（大阪府立急性期・総合医療センター）他
P―76― 9. Weekly Gemcitabine の投与により 2 年間の SD が得られた再発卵巣癌の一例

鈴木優人（東京女子医大病院）他
P―76― 10. 腹膜癌に対する Bevacizumab 併用化学療法中に多発大腸潰瘍を生じた CMV 腸炎

笠松由佳（静岡がんセンター）他
P―76― 11. Mitotically Active Cellular Fibroma の 1 例 徳嶺辰彦（大浜第一病院）他

13：20～14：00
Group 77 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 2

座長：順天堂大学浦安病院 氏平 崇文

P―77― 1. 直接経口抗凝固薬（DOAC）使用中に非細菌性血栓性心内膜炎（NBTE）を併発した
進行卵巣癌・子宮体癌の一例 池田禎智（群馬大）他

P―77― 2. 子宮内膜症性囊胞から発生した卵巣明細胞癌の 1 例
武田 理（ハートライフ病院）他

P―77― 3. 転移性卵巣腫瘍を契機に発見された小腸原発腫瘍の 1 例
岡本三四郎（がん研究会有明病院）他

P―77― 4. 腹腔内囊胞と腫瘤を認め，卵巣悪性腫瘍との鑑別に難渋した 17 歳発症の悪性腹膜中
皮腫の 1 例 宮川知保（大阪赤十字病院）他
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P―77― 5. 頸部リンパ節単独転移を契機に診断に至った原発性卵管癌の一例
小瀧 曜（東邦大医療センター大森病院）他

P―77― 6. 脳 塞発症を契機に発見された卵巣癌の 2例 前田大伸（東海大八王子病院）他
P―77― 7. 若年者の子宮内膜症性囊胞の長期管理中に発生した卵巣明細胞癌の 2症例に関する

検討 長島 克（東邦大医療センター大森病院）他
P―77― 8. 虫垂炎の手術時に偶然発見された腹膜癌の一例 鈴木敦子（箕面市立病院）他
P―77― 9. Sister Mary Joseph’s Nodule が契機となり，腹腔鏡手術により卵管原発と診断でき

た 1例 角 朝美（岡崎市民病院）他
P―77― 10. 粘液境界悪性腫瘍を伴った卵巣原発扁平上皮癌の一例 加藤正和（佐倉病院）他
P―77― 11. 卵巣腫瘍を契機に 46，XY pure gonadal dysgenesis と診断したGonadoblastoma

with malignant germ cell tumor の一例 南條佐輝子（和歌山県立医大）他

13：20～14：00
Group 78 婦人科その他―症例 1

座長：京都大学 濱西 潤三

P―78― 1. レボノルゲストレル放出子宮内システム（ミレーナⓇ）子宮内挿入により病態コント
ロールに成功した Peritoneal inclusion cysts の一例

玉井華子（尼崎医療生協病院）他
P―78― 2. 術前診断困難で腹腔鏡手術により卵巣成熟奇形腫と診断しえた抗NMDA受容体脳

炎の一例 山本哲史（徳島市民病院）他
P―78― 3. 婦人科腫瘍と鑑別を要したデスモイド腫瘍の 1例 小林奈津子（松阪総合病院）他
P―78― 4. DIC をきたした血管平滑筋腫の一例 佐藤華子（近畿大附属病院）他
P―78― 5. 卵巣悪性腫瘍との術前鑑別が困難であった後腹膜静脈奇形の 1例

久保沙代（聖マリア病院）他
P―78― 6. 外科的治療により良好な経過を得た卵巣奇形腫合併抗NMDA受容体脳炎の 3例

西島義博（東海大付属病院）他
P―78― 7. 大量腹水貯留を伴い治療に苦慮した良性卵巣腫瘍の 1例

樫野千明（岡山赤十字病院）他
P―78― 8. 茎捻転を契機として診断された広汎性卵巣浮腫の 1例

山崎幹雄（香川小児病院）他
P―78― 9. 子宮頸癌の診断で広汎子宮全摘術を施行したが術後の病理診断で子宮頸部に限局す

る血管炎と診断した一例 前田裕美子（別府医療センター）他

13：20～14：00
Group 79 婦人科その他―症例 2

座長：静岡がんセンター 武隈 宗孝

P―79― 1. 卵巣境界悪性腫瘍を疑い手術を施行するもHyperreactio luteinalis であった一例
松林 彩（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P―79― 2. 婦人科癌に伴う癌性髄膜炎 5症例の検討 矢野紘子（兵庫県立がんセンター）他
P―79― 3. 献腎移植後に Synchronous and Multifocal Mucinous Lesions of Female Genital

Tract（SMMN-FGT）を発症した 1例 山本一将（札幌病院）他
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P―79― 4. 片側の骨盤靱帯に沿って進展した Angiomyofibroblastoma の一例
高 一弘（京都桂病院）他

P―79― 5. 神経線維腫症 1 型に合併した外陰部悪性末梢神経鞘腫瘍（MPNST）の 1 例
加地崇裕（神戸医療センター）他

P―79― 6. 卵巣癌手術時に診断された播種性腹膜筋腫症の一例 金山智子（伊丹病院）他
P―79― 7. 子宮頸部未熟乳頭状化生の一例 三島桜子（広島市民病院）他
P―79― 8. 異なる転帰をたどった成熟囊胞性奇形腫を伴う抗 NMDA 受容体抗体脳炎の 2 症例

西田 傑（岡山大病院）他
P―79― 9. 卵巣腫瘍術前に尿管損傷予防目的に挿入した尿管ステントによる血腫形成にて両側

尿管閉塞をきたした 1 例 栗谷健太郎（伊丹病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 5
2号館 3F：会議室 234

13：20～14：00
Group 80 子宮筋腫・内膜症・腺筋症―症例 1

座長：大分大学 奈須 家栄

P―80― 1. 子宮筋腫表在血管破綻により出血性ショックを来した 1 例
岩木友希菜（福井県立病院）他

P―80― 2. 類似の MRI 画像所見を示した異型筋腫と通常筋腫 5 例の検討
小西菜普子（大阪市立大）他

P―80― 3. 多発漿膜下子宮筋腫を合併した子宮捻転の 1 例 森田泰介（大分大附属病院）他
P―80― 4. 子宮筋腫の多発肺転移に対して腹腔鏡下両側卵巣摘出術を施行した一例

西 真輝（長崎大病院）他
P―80― 5. 多発リンパ節転移をきたした良性子宮平滑筋腫の 1 例

八代藍子（横浜市南部病院）他
P―80― 6. 急性腹症で発症した parasitic leiomyoma の一例 村上望美（熊本赤十字病院）他
P―80― 7. 乳癌術後 GnRHa 長期投与中に増大をみた子宮筋腫の 1 例 井上滋夫（佐野病院）

13：20～14：00
Group 81 子宮筋腫・内膜症・腺筋症―症例 2

座長：金沢大学 小野 政徳

P―81― 1. 卵管原発と思われた子宮筋腫 武田和哉（加古川中央市民病院）他
P―81― 2. 腹式単純子宮全摘術後 8 日目に腟断端より大量出血し，内腸骨動脈塞栓術を行い止

血を得た一例 竹原 啓（富士宮市立病院）他
P―81― 3. 卵巣癌による癌性腹膜炎を疑い開腹時に有茎性子宮筋腫の囊胞状変性と判明した 1

例 長谷川綾乃（吹田病院）他
P―81― 4. 診断に苦慮した粘膜下筋腫内内膜症性囊胞の 1 例 竹内 肇（稚内病院）他
P―81― 5. 術前に低悪性度子宮内膜間質肉腫との鑑別が困難であった子宮腺筋症に機能性子宮

出血を合併した一例 上田 匡（大津赤十字病院）他
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P―81― 6. 下腿浮腫を契機として発見された巨大子宮筋腫による肺塞栓症の一例
野溝万吏（音羽病院）他

P―81― 7. 多量の腹腔内出血を来した囊胞性子宮腺筋症の一例
竹内智子（JCHO 中京病院）他

P―81― 8. 両側鼠径部に異時性に発生した異所性内膜性の一例 田中理恵（北摂総合病院）他
P―81― 9. 稽留流産の子宮内容除去術後に変性子宮筋腫の難治性細菌感染を発症し，外科的介

入を要した 1 例 坂口太一（秋田大）他

13：20～14：00
Group 82 手術・内視鏡手術―症例 1

座長：産業医科大学 鏡 誠治

P―82― 1. 一期的手術に成功した腟尿石を伴う子宮全摘術後膀胱腟瘻の一例
玉井順子（那須赤十字病院）他

P―82― 2. 卵巣子宮内膜症性囊胞の左右差が ASRM score に与える影響の検討
磯野 渉（帝京大附属溝口病院）他

P―82― 3. 子宮頸癌に対する広汎子宮全摘出後の膀胱腟瘻に対して経腟的修復を行った 1 例
西村俊夫（群馬大）他

P―82― 4. 腹膜癌と結核性腹膜炎の鑑別に腹腔鏡手術が有用であった 1 例
北口智美（千船病院）他

P―82― 5. 有用と思われた傍卵巣のう胞における卵管間膜小切開反転核出法について
齋竹健彰（岐阜市民病院）他

P―82― 6. 過多月経による貧血を伴う子宮腺筋症に対する腹腔鏡下子宮全摘出術後に可逆性後
頭葉白質脳症を発症した 1 例 中村彩加（大阪赤十字病院）他

P―82― 7. チョコレート囊胞の破裂疑いで受診した囊胞性子宮腺筋症の一例
河村俊彦（鹿児島大病院）他

13：20～14：00
Group 83 合併症妊娠―心疾患

座長：国立循環器病研究センター 吉松 淳

P―83― 1. 呼吸器症状から診断された周産期心筋症の二症例
木下雅仁（奈良県総合医療センター）他

P―83― 2. 当院で経験した Marfan 症候群合併妊娠の 2 例 小川裕太郎（新潟市民病院）他
P―83― 3. マルファン症候群合併妊娠で発症した分娩時の子宮内反症の一例

後藤清美（大分県立病院）他
P―83― 4. カテコラミン誘発性多型性心室頻拍合併妊娠の 2 例

森亜優美（香川大附属病院）他
P―83― 5. カテコラミン誘発性多形性心室頻拍合併妊娠に対して Ca 拮抗薬により tocolysis

を行い生児を得たが，産後 VF に伴う心停止を来した 1 例
伊藤拓馬（和歌山医療センター）他

P―83― 6. 冠攣縮による狭心症または心筋 塞を合併した 13 妊娠の検討
水野祐紀子（国立循環器病研究センター）他
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P―83― 7. 妊娠・分娩で心機能低下を認めた修正大血管転位術後の 1 例
田路明彦（国立循環器病研究センター）他

P―83― 8. 当院で経験した感染性心内膜炎合併妊産婦の 2 例
三部一輝（石川県立中央病院）他

13：20～14：00
Group 84 合併症妊娠―肺塞栓・その他

座長：弘前大学 松倉 大輔

P―84― 1. 妊娠中に開胸血栓除去術を行った肺血栓塞栓症合併妊娠の 1 例
児玉美穂（広島病院）他

P―84― 2. 帝王切開術後に肺血栓塞栓症により心肺停止し血栓吸引療法および経皮的人工心肺
により一命を取り留めた症例 兼森美帆（岩国医療センター）他

P―84― 3. 帝王切開術後に肺塞栓症を発症した子宮筋腫合併妊婦の 1 例
庄 隆成（鹿児島市立病院）他

P―84― 4. 片側肺動脈欠損症疾患合併妊娠の管理について 斎藤理恵（聖路加国際病院）他
P―84― 5. 肺移植を要するリンパ脈管筋腫症（LAM）で移植前に妊娠し，妊娠・分娩管理を行っ

た一例 井上 基（大阪市立総合医療センター）他
P―84― 6. 食事療法にて管理したダンピング症候群合併妊娠の一例

隅田大地（奈良県立医大附属病院）他
P―84― 7. 妊娠中に発症した絞扼性イレウスの 1 例 有澤理美（姫路赤十字病院）他
P―84― 8. 妊娠中に重症急性膵炎をみとめ，腹腔鏡下胆のう摘出術を行った 1 例

神田瑞希（大阪府立急性期・総合医療センター）他

13：20～14：00
Group 85 合併症妊娠―神経・内分泌疾患

座長：横浜市立大学 倉澤健太郎

P―85― 1. 妊娠 32 週に脳出血を契機に Twig-like MCA と診断された 1 例
角倉 仁（自衛隊中央病院）他

P―85― 2. 当院で妊娠分娩管理した体位性頻脈症候群（Posturalorthostatic tachycardia
syndrome：POTS）の 1 例 牧野郁子（沖縄県立北部病院）他

P―85― 3. 視力低下と頭痛を契機に診断された下垂体出血合併妊娠の 1 例
野間友梨子（土浦協同病院）他

P―85― 4. 分娩中に意識障害を起こし子癇発作や脳血管障害との鑑別を要した 3 例
山田 香（静岡県立総合病院）他

P―85― 5. 抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体が甲状腺機能正常正期産例に与える影響
牛嶋順子（宮崎大）他

P―85― 6. 塩酸リトドリン投与により甲状腺クリーゼを来し緊急帝王切開術を施行した 1 例
岡田裕枝（島根県立中央病院）他

P―85― 7. 妊娠高血圧症候群と鑑別困難であった甲状腺機能亢進症の一例
櫻木俊秀（産業医大病院）他

P―85― 8. 母体甲状腺機能亢進症の第一子および第二子ともに胎児甲状腺腫を認めた症例
高岡 宰（京都府立医大附属北部医療センター）他
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P―85― 9. 妊娠中に甲状腺摘出と血漿交換を行った重症 Basedow 病合併妊娠の一例
井上結貴（浜松医大）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 6
2号館 3F：ホワイエ

13：20～14：00
Group 86 合併症妊娠―感染

座長：帝京大学 笹森 幸文

P―86― 1. 当院における HIV 感染妊婦の臨床的背景と周産期予後の後方視的検討
金 蒼美（国立国際医療研究センター病院）他

P―86― 2. 母児ともに予後良好であった妊娠中の肺炎球菌髄膜炎
三村裕美（西神戸医療センター）他

P―86― 3. 早発型妊娠高血圧症例において非典型溶血性尿毒症症候群を疑った一例
山道里佳（佐賀大附属病院）他

P―86― 4. 切迫早産治療時に発症した重症偽膜性腸炎の 1 例
大路斐子（東邦大医療センター大森病院）他

P―86― 5. 侵襲性インフルエンザ菌感染症（無莢膜型）を発症した妊娠 12 週敗血症性流産の 1
例 福井 薫（伊丹病院）他

P―86― 6. インフルエンザ桿菌（H. influenzae）による敗血性流産の 1 例
相澤利奈（沖縄県立北部病院）他

P―86― 7. 妊娠 26 週でリステリア菌血症と診断され，胎盤膿瘍を形成したが，抗生剤投与によ
り生児を得た 1 症例 滝本可奈子（手稲渓仁会病院）他

P―86― 8. 子宮内感染に対して施行した緊急帝王切開術後に合併した術後重症感染症の 1 例
生駒洋平（関西医大総合医療センター）他

P―86― 9. 麻疹抗体陰性妊産婦に対する産後ワクチン接種の有用性
二井章太（白子ウィメンズホスピタル）他

13：20～14：00
Group 87 切迫早産・早産 1

座長：日本医科大学 桑原 慶充

P―87― 1. 切迫早産の入院判断基準の違いによる早産率および臨床的背景についての比較検討
本田 裕（安佐市民病院）他

P―87― 2. 妊娠初期における GBS 検出と早産の関連性についての検討
竹田健彦（トヨタ記念病院）他

P―87― 3. 妊娠 28 週未満での preterm PROM における管理法と予後規定因子に関する解析
中村永信（埼玉医大総合医療センター）他

P―87― 4. ウリナスタチン糖鎖組み換えによる新規切迫早産治療薬の開発
田中誠悟（弘前大附属病院）他

P―87― 5. 当院の妊娠 22 週早産における分娩及び新生児予後 赤坂珠理晃（奈良県立医大）他
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P―87― 6. 入院を要した切迫早産妊婦に対するラクトミン・酪酸菌・糖化菌配合錠の効果に関
する検討 中島義之（東京女子医大八千代医療センター）他

P―87― 7. プロゲステロン製剤による早産予防の比較 荒武淳一（倉敷中央病院）他
P―87― 8. 切迫早産患者におけるラクトミン・酪酸菌・糖化菌配合錠の長期内服効果に関する

検討 和田真沙美（東京女子医大八千代医療センター）他
P―87― 9. 当センターにおける 17α-hydroxyprogesterone caproate の有効性と安全性の検証

深川怜史（福岡大病院）他
P―87― 10. 胎胞可視症例における癌胎児性フィブロネクチン（fFN）の有用性

鈴木知生（東京医大病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 7
3号館 3F：連絡通路（2号館側）

13：20～14：00
Group 88 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 1

座長：北海道大学 森川 守

P―88― 1. 単胎の経腟分娩予定症例における分娩時大量出血の危険因子
太田 創（手稲渓仁会病院）他

P―88― 2. 分娩時大量出血における人工知能を用いたフィブリノゲンとフィブリン分解産物の
境界値 多田克彦（成育医療ネットワーク研究産科研究班）他

P―88― 3. 羊水塞栓症診断における squamous cell carcinoma antigen（SCC）の有用性
中野和俊（奈良県立医大附属病院）他

P―88― 4. 人工知能によるクラスタ分類を用いた分娩時大量出血における血液凝固障害の概念
と産科DIC スコアの弱み

吉田瑞穂（成育医療ネットワーク共同研究グループ産科研究班）他
P―88― 5. 日本における産科危機的出血に関連した妊産婦死亡の推移（2010～2015 年）

田中博明（妊産婦死亡症例検討評価委員会）他
P―88― 6. 入院治療を要した後期分娩後異常出血の検討 大金由果（日赤医療センター）他
P―88― 7. 当院における産科出血に対する IVRの現状と不成功因子の検討

栗谷 翠（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他
P―88― 8. 分娩後異常出血に対する子宮動脈塞栓術の検討

岡本葉留子（神戸市立医療センター中央市民病院）他
P―88― 9. 当院での Bakri バルーン使用における後方視的検討

福地弘子（水戸赤十字病院）他
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第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 8
3号館 3F：連絡通路（中央）

13：20～14：00
Group 89 周産期メンタルヘルス

座長：防衛医科大学校 古谷 健一

P―89― 1. 産後うつに関してエジンバラ産後うつ病質問表（EPDS）と周産期的背景との関連性
における後方視的検討 吉田敦美（愛知医大病院）他

P―89― 2. Edinburgh Postnatal Depression Scale（EPDS）高値と月経前症候群・月経前不快気
分障害との関係に関する前方視的検討 高山恵理奈（三重大附属病院）他

P―89― 3. 1 か月健診のエジンバラ産後うつ質問票（EPDS）によるリスク要因分析と対策
千秋里香（長良医療センター）他

P―89― 4. 当院におけるエジンバラ産後うつ病自己評価表の結果と患者背景の検討
菅裕美子（JA 広島総合病院）他

P―89― 5. 先天異常児分娩例におけるエジンバラ産後うつ病自己評価の検討
大木悠司（琉球大）他

P―89― 6. 当院におけるエジンバラ産後うつ質問票（EPDS）の導入経験
植田陽子（八尾市立病院）他

P―89― 7. 産褥期の貧血患者に対する人参養栄湯の臨床報告～産褥 EPDS 検査を用いた抗う
つ効果の検討～ 河上祥一（福田病院）他

P―89― 8. 母体心疾患，胎児心疾患を有する妊産婦へのメンタルヘルスケアの取り組み
月永理恵（国立循環器病研究センター）他

P―89― 9. 妊娠中後期・産褥期における貧血は産後鬱の発症に影響を及ぼすか
前田裕斗（国立成育医療研究センター）他

P―89― 10. 助産師主導の産後うつスクリーニング健診の現状と課題
柴田綾子（淀川キリスト教病院）他

P―89― 11. 当院での妊産褥婦のメンタルヘルスケアの現状 森内 芳（大津赤十字病院）他

13：20～14：00
Group 90 異常妊娠 1

座長：東北医科薬科大学 渡辺 正

P―90― 1. 妊娠 25 週に子宮内胎児死亡となった胎児共存部分胞状奇胎の 1 例
福地千恵（浜松医大）他

P―90― 2. MTX 治療で子宮を温存できた帝王切開瘢痕部妊娠の 2 例
野村奈南（三次中央病院）他

P―90― 3. 診断に苦慮した両側卵管切除術後の後腹膜妊娠の 1 例 網本頌子（産業医大）他
P―90― 4. 頸管妊娠に対する MTX 治療中に仮性動脈瘤を発症し，子宮動脈塞栓術及び子宮鏡

下腫瘤切除術を施行した 1 例 青栁 遼（湘南鎌倉総合病院）他
P―90― 5. 子宮動脈塞栓術とメソトレキセート投与が著効した頸管妊娠の一症例

奈倉道和（長浜赤十字病院）他
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P―90― 6. 癒着胎盤に対して二度の子宮動脈塞栓術（UAE）を行った後に子宮頸管無力症を発
症した一例 今井健至（泉大津市立病院）他

P―90― 7. 当初妊娠反応陰性であり診断に苦慮した異所性妊娠破裂の一例
岸本直久（自衛隊中央病院）他

P―90― 8. 術前に診断しえた卵巣妊娠の 1 例 玉石雄也（伊勢赤十字病院）他
P―90― 9. 術前診断が困難であった，卵管間質部妊娠を腹腔鏡下に診断・治療した一例

鈴木裕太郎（JA 帯広厚生病院）他
P―90― 10. OHSS の経過観察中に子宮外妊娠を合併した 1 例

桑原陽祐（石川県立中央病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 9
3号館 3F：連絡通路（4号館側）

13：20～14：00
Group 91 妊娠高血圧症候群 3

座長：京都大学 近藤 英治

P―91― 1. 妊娠高血圧腎症に引き続き，産褥 HELLP 症候群を併発し治療に難渋した 2 例
松本智恵子（浜松医大附属病院）他

P―91― 2. 当院における HELLP 症候群 7 例の検討 村嶋希美（三重大附属病院）他
P―91― 3. 異なる転帰を辿った HELLP 症候群症例

林 永修（レディース＆マタニティクリニックサンタクルスザシュクガワ）他
P―91― 4. 肝被膜下出血を合併した HELLP 症候群の一例 冨森馨予（日南病院）他
P―91― 5. 演題取り下げ
P―91― 6. アンギオテンシン II 受容体拮抗薬投与中に妊娠が判明した高血圧合併妊娠の一例

加藤宏章（愛媛県立中央病院）他
P―91― 7. HELLP 症候群を合併した妊婦の周産期予後に関する後方視的研究

中井葉子（埼玉医大総合医療センター）他
P―91― 8. 当院で経験した子癇症例における臨床的検討 蓑毛翔吾（土浦協同病院）他
P―91― 9. 分娩後にクモ膜下出血（SAH）を伴う PRES（posterior reversible encephalopathy）

を発症した一例 萩本真理奈（産業医大病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 10
4号館 3F：会議室 431+432

13：20～14：00
Group 92 出生前診断・胎児先天性疾患 1

座長：千葉大学 長田 久夫

P―92― 1. 当院で経験した，経過の異なる X 連鎖優性点状軟骨異形成症（CDPX2）の 2 例
荒井貴子（加古川中央市民病院）他

14
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

― 198 ―



P―92― 2. 2 型コラーゲン異常症の表現型・遺伝子変異による疾患概念の確立
上東真理子（兵庫医大）他

P―92― 3. 妊娠中に胎児卵巣囊胞が疑われた 40 例の診断と転帰に関する検討
堤 春香（筑波大）他

P―92― 4. 18 トリソミー児に最適な推定胎児体重計算式の検討
染谷真行（大阪母子医療センター）他

P―92― 5. 出生前診断した Covered cloacal exstrophy の一例
浦郷康平（小倉医療センター）他

P―92― 6. 胎児多発奇形が疑われた前置胎盤の一例 前川剛輝（桑名市総合医療センター）他
P―92― 7. 出生前診断を行った内臓錯位症候群の 1 例 栖田園子（加古川中央市民病院）他

13：20～14：00
Group 93 出生前診断・胎児先天性疾患 2

座長：東京慈恵会医科大学 佐村 修

P―93― 1. 超音波検査および心磁図検査を用いた胎児徐脈性不整脈の診断
釣谷充弘（国立循環器病研究センター）他

P―93― 2. エクソーム解析を契機に 1p36 欠失症候群と診断した胎児無動の一例
利光正岳（宮城県立こども病院）他

P―93― 3. 当院における胎児卵巣囊腫症例の検討
長瀬寛美（神奈川県立こども医療センター）他

P―93― 4. 胎児 Heterotaxy の予後予測因子の検討
塩野入規（国立循環器病研究センター）他

P―93― 5. NIPT 開始前後における羊水染色体検査についての比較検討
大谷綾乃（名古屋市立大病院）他

P―93― 6. 産科一次施設における遺伝カウンセリングにより出生前遺伝学的検査の選択が変化
した症例の考察 成瀬勝彦（聖バルナバ病院）他

P―93― 7. 出生前に血管輪・右大動脈弓・胆囊拡大を認め生後ルビンシュタイン・テイビ症候
群（Rubinstein-Taybi syndrome；RTS）と判明した 1 例

瀬戸理玄（帝京大附属病院）他
P―93― 8. 病理解剖で確定診断した先天性上気道閉塞症候群の一例

森田政義（帝京大病院）他

13：20～14：00
Group 94 出生前診断・胎児先天性疾患 3

座長：名古屋市立大学 鈴森 伸宏

P―94― 1. 羊水過多症例における羊水量の推移と先天性疾患との関連
藤川恵理（大阪母子医療センター）他

P―94― 2. 過去 10 年間に管理した胎児形態異常 1,033 例の分析 船越 徹（兵庫こども病院）
P―94― 3. 妊娠 16 週以降の羊膜癒合不全は染色体異常と関連する

中村博昭（大阪市立総合医療センター遺伝子診療部）他
P―94― 4. 当院における出生前遺伝学的検査の選択の年次推移 廣瀬達子（昭和大）他
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P―94― 5. 無侵襲的出生前遺伝学的検査を契機に 18p テトラソミーと診断された 1 例
玉置優子（東邦大医療センター大森病院）他

P―94― 6. 当院の胎児超音波スクリーニング外来の現状について 金井麻子（旭川医大）他
P―94― 7. 着床前診断のあり方に関する考察：遺伝性腫瘍，成人発症性神経難病の着床前診断

に関する日本と海外の状況の比較
田村智英子（FMC 東京クリニック遺伝情報・遺伝カウンセリング部）他

13：20～14：00
Group 95 癒着胎盤・胎盤ポリープ 1

座長：長崎大学 長谷川ゆり

P―95― 1. 子宮筋腫核出後妊娠 152 症例における，帝王切開時の癒着胎盤の発生に関する検討
和田真一郎（手稲渓仁会病院）他

P―95― 2. 凍結融解胚移植における臨床的癒着胎盤リスク因子の探索
俵 史子（俵 IVF クリニック）他

P―95― 3. 当院における癒着胎盤症例の臨床的検討
田村みどり（聖マリアンナ医大横浜市西部病院）他

P―95― 4. Retained products of conception（RPOC）の管理方法に関する検討
簡野康平（東海大付属病院）他

P―95― 5. 当科の常位癒着胎盤症例の後方視的検討―安全に子宮を温存するには何が必要か？
黄 海鵬（埼玉医大総合医療センター）他

P―95― 6. 常位付着の胎盤遺残における管理方法に関する検討
大橋麻衣（自治医大附属病院）他

P―95― 7. 当院で経験した胎盤ポリープの検討 久保倫子（広島市民病院）他
P―95― 8. 当院における胎盤遺残症例の検討 荒田和也（鳥取大）他
P―95― 9. 子宮への手術操作は癒着胎盤の発症に影響を与えるか

松本沙知子（手稲渓仁会病院）他

13：20～14：00
Group 96 帝切後感染・その他

座長：横浜市立大学市民総合医療センター 青木 茂

P―96― 1. 当院における妊婦の Mycoplasma hominis 感染に関する検討
内倉友香（愛媛大附属病院）他

P―96― 2. 帝王切開後に生じた腹腔内膿瘍に対する治療戦略
楢山知明（東海大八王子病院）他

P―96― 3. 癒着防止剤により生じたと考えられる緊急帝王切開後の汎発性腹膜炎の一例
服部 惠（刈谷豊田総合病院）他

P―96― 4. 帝王切開後子宮創部膿瘍のドレナージおよび子宮再縫合治療
徳永詩音（淀川キリスト教病院）他

P―96― 5. 緊急帝王切開術後の骨盤内膿瘍に対し CT ガイド下経皮ドレナージ術を実施するも
虫垂周囲に膿瘍遺残を来した 1 例

脇本 哲（大阪府立急性期・総合医療センター）他
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P―96― 6. 治療に苦慮した Mycoplasma hominis による帝王切開術後骨盤内膿瘍の 4 例
濵島雅代（鹿児島大病院）他

P―96― 7. 帝王切開後の創部感染に対し開腹ドレナージを必要とした症例の当院における検討
門田千穂（佐賀大附属病院）他

P―96― 8. 帝王切開後に発症し治療に難渋した Mycobacterium fortuitum による創部感染症
の一例 西川貴史（倉敷中央病院）他

13：20～14：00
Group 97 帝王切開

座長：帝京大学 木戸浩一郎

P―97― 1. 予定帝王切開設定時期の変更による母児の周産期予後の検討
細川義彦（筑波大）他

P―97― 2. 帝王切開後妊娠の経腟分娩試行（TOLAC）成功予測因子
穐西実加（奈良県立医大）他

P―97― 3. 日本人において母体低身長が経腟分娩予定初産婦の帝王切開率に与える影響
栗谷佳宏（大阪母子医療センター）他

P―97― 4. 当院における Robson 分類を用いた帝王切開率の検討
山極和貴（国立国際医療研究センター研究所）他

P―97― 5. 帝王切開予定日の決定～TOLAC 症例の分娩週数の検討より～
大門篤史（大阪医大）他

P―97― 6. 当院における TOLAC 施行条件と成功症例の検討
石井純麗（順天堂大練馬病院）他

P―97― 7. 当院における選択的帝王切開施行時期の検討
小山瑠梨子（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P―97― 8. 帝王切開率減少への取組み―Robson 分類を用いた検討
梅木崇寛（JA 尾道総合病院）他

13：20～14：00
Group 98 臍帯異常・その他

座長：聖マリアンナ医科大学 長谷川潤一

P―98― 1. 胎児心拍数モニタリングで Checkmark pattern を認め，新生児予後不良であった 1
例 津田竜広（JA 高岡病院）他

P―98― 2. 待機的管理を行った早産期前期破水症例における臍帯脱出と児の予後の関連
中西研太郎（大阪母子医療センター）他

P―98― 3. 妊娠初期超音波検査による分娩時の臍帯捻転異常の予測の可能性について
瀧田寛子（昭和大病院）他

P―98― 4. 臍帯動脈血流評価により胎児心音低下を予測できた臍帯過捻転の一例
永橋裕子（三重中央医療センター）他

P―98― 5. 多彩な超音波像を示した巨大絨毛膜下血腫（Breus’mole）
柳澤芙弥（横浜市立大センター病院）他

P―98― 6. 羊膜シートと診断し経腟分娩を試みるも胎児ジストレスのため緊急帝王切開となっ
た 1 例 相京晋輔（岐阜県総合医療センター）他
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P―98― 7. 高度の臍帯巻絡と臍帯真結節を認めた子宮内胎児死亡症例
御厨紀子（佐賀県医療センター好生館）他

P―98― 8. 定期健診の胎児心拍モニター異常で緊急帝王切開となり，母児間輸血症候群だった
一症例 勝手恵理子（東京衛生病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 11
4号館 3F：連絡通路

13：20～14：00
Group 99 生殖補助医療 1

座長：国際医療福祉大学 河村 和弘

P―99― 1. 卵丘細胞・卵子複合体（COC）の成熟度は ART 成績を予測する指標となる
～Dysmature 卵子についての検討～ 網田光善（国立成育医療研究センター）他

P―99― 2. ヒト単一胚由来の培養液メタボローム解析による新しい質的胚評価
井上尚実（大分大）他

P―99― 3. MII 卵紡錘体移植法を用いた細胞質内ミトコンドリア動態の解析
深澤宏子（山梨大）他

P―99― 4. 胚移植反復不成功症例における Endometrial Receptivity Analysis の有用性
林 裕子（東邦大医療センター大森病院）他

P―99― 5. 高齢者 ART 妊娠率は，抗糖化機能性食品ヒシエキスにより著しく増加する：予備
検討と前方視的無作為試験の中間解析 神野正雄（ウィメンズクリニック神野）

P―99― 6. ホルモン補充周期における 2 種類の黄体ホルモン補充腟剤を用いた際の子宮内膜の
厚さおよび妊娠率，流産率の比較 大塚康二（スズキ記念病院）他

P―99― 7. 凍結胚移植で妊娠した初産単胎妊婦の周産期予後について
森川麻里（よしだレディースクリニック内科・小児科）他

P―99― 8. Poor responder の不妊女性の採卵における成熟卵子獲得の予測因子の検討
中尾佳月（杉山産婦人科新宿）他

P―99― 9. 不妊治療が胎児発育に与える影響のマルチレベルモデルによる検討
篠原諭史（山梨大）他

13：20～14：00
Group 100 生殖補助医療 2

座長：東邦大学 片桐由起子

P―100― 1. 当院における女性の医学的適応による妊孕性温存の現況 坂本美和（昭和大）他
P―100― 2. 体外受精・胚移植における 3D・4D 超音波解析による移植部位の検討

尾野夏紀（秋田大）他
P―100― 3. ART における男性年齢の影響 木寺信之（田園都市レディースクリニック）他
P―100― 4. 高年齢患者に対する IVF-ET と内視鏡治療の併用療法において術前に凍結胚を得ら

れなかった症例の検討 高島明子（東邦大医療センター佐倉病院）他
P―100― 5. 両側卵管切除後に体外受精胚移植を施行し，卵巣妊娠となった一例

甲斐由布子（セント・ルカ産婦人科）他
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P―100― 6. von Willebrand 病の患者に体外受精胚移植を行った一例
萩原優美子（群馬大附属病院）他

P―100― 7. 当科で管理した卵巣過剰刺激症候群の 3 症例 梅澤奈穂（JCHO 大阪病院）他
P―100― 8. 当院における反復着床不全患者に対する取り組み 浮田祐司（兵庫医大）他
P―100― 9. 当科における ART 症例の後方視的検討 野呂 薫（NTT 東日本札幌病院）他

13：20～14：00
Group 101 生殖生理・内分泌

座長：神戸元町夢クリニック 藤井絵里子

P―101― 1. OC/LEP・HRT 投与前検査としてのプロテイン S 活性測定の重要性について
山田俊夫（佐々木レディスクリニック）他

P―101― 2. タモキシフェンクエン酸塩内服歴のある患者における子宮疾患についての検討
岩瀬 純（聖路加国際病院）他

P―101― 3. LEP 製剤連続投与は月経前症候群に有用である
土屋富士子（御茶の水浜田病院）他

P―101― 4. SSRI・LEP が無効な月経前不快気分障害（PMDD）への治療を考案させた 1 症例
～スルピリド療法の可能性に迫る～ 大澤 稔（東北大）他

P―101― 5. エストロゲン依存性疾患，外科的去勢および抗がん剤が肌年齢に及ぼす影響
崎濱ミカ（鹿児島大）他

P―101― 6. 低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬（LEP）内服中に脳静脈洞血栓症を発症し
た 2 症例 江﨑正俊（静岡赤十字病院）他

P―101― 7. ドロスピレノン配合 LEP 製剤が合わないとの訴えで投薬変更したトップアスリー
トの 2 症例 三國雅人（JA 札幌厚生病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 12
1号館 3F：ロビー

13：20～14：00
Group 102 内膜症・腺筋症・手術

座長：鳥取大学 谷口 文紀

P―102― 1. 子宮内膜症女性に対する GnRHa 療法が，LDL 代謝と脂質合成・吸収マーカーに
及ぼす影響 花井莉菜（愛知医大）他

P―102― 2. 子宮内膜症患者に対する低用量エストロゲン・プロゲスチン製剤が LDL 代謝と
脂質合成・吸収マーカーに及ぼす影響 櫻田昂大（愛知医大）他

P―102― 3. 当院におけるレボノルゲストレル放出子宮内システム（LNG-IUS）の治療効果に
ついての検討 後藤 恵（坂総合病院）他

P―102― 4. 周閉経期の子宮腺筋症に対するジエノゲスト 門田友里（徳島大）他
P―102― 5. 腫瘤形成性子宮内膜症により尿管閉塞をきたし，腹腔鏡下手術にて治療した一例

田中寛希（愛媛県立中央病院）他
P―102― 6. MEA（microwave endometrial ablation）治療における次亜塩素酸電解質水による

子宮内感染制御 津田 晃（山王レディースクリニック）他
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P―102― 7. 骨盤内うっ血症候群を伴う慢性骨盤痛と腹腔鏡下手術
櫻井愛美（砂川市立病院）他

P―102― 8. 当院におけるマイクロ波子宮内膜アブレーション手術の治療成績について
清河駿樹（那須赤十字病院）他

P―102― 9. 帝王切開瘢痕部妊娠治療後，腹腔鏡下に瘢痕部修復術を行い妊娠に至った 1 例
森 美妃（愛媛県立中央病院）他

13：20～14：00
Group 103 更年期

座長：獨協医科大学埼玉医療センター 飯塚 真

P―103― 1. 婦人科がんサバイバーへのホルモン補充療法の実態 津田明奈（慈恵医大）他
P―103― 2. GnRHa 療法が自律神経活性に及ぼす影響 篠原康一（愛知医大）他
P―103― 3. 閉経後の陰唇癒着症に対して再癒着防止目的に Z 形成術を行った一例

文美智子（ベルランド総合病院）他
P―103― 4. 更年期外来初診患者における睡眠障害とその背景因子に関する検討

吉丸真澄（東京歯大市川総合病院）他
P―103― 5. 閉経前婦人科悪性腫瘍治療後の卵巣欠落症状や骨量低下に対する治療効果について

吉田加奈子（徳島大）他
P―103― 6. 更年期障害に対するホルモン補充療法，漢方薬，エクオールの治療効果の検討

佐藤智子（ともこレディースクリニック）
P―103― 7. 大学病院における後期高齢者症例の検討 添田わかな（獨協医大病院）他
P―103― 8. 子宮鏡外来における長期挿入抜去困難子宮内避妊器具に対する Lin 式ポリープ鉗子

を用いた経腹超音波検査下抜去術 眞木順子（川崎病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 1
2号館 3F：連絡通路

14：10～14：50
Group 104 子宮頸部腫瘍・子宮頸癌―円錐切除

座長：広島病院 三好 博史

P―104― 1. 本邦における子宮頸部円錐切除術 14,832 例の検討―円切後合併症を中心に―「子宮
頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会（日本産科婦人科学会婦人科腫瘍委
員会）報告 中嶋理恵（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

P―104― 2. 本邦における子宮頸部円錐切除術 14,832 例の検討―手術器具に関しての検討―「子
宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会（日本産科婦人科学会婦人科腫瘍
委員会）報告 林 信孝（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

P―104― 3. 本邦における子宮頸部円錐切除術 14,832 例の検討―施設属性を中心に―「子宮頸部
円錐切除術の実態調査」に関する小委員会（日本産科婦人科学会婦人科腫瘍委員会）
報告 荒瀬 透（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

P―104― 4. 当院で LEEP 法による子宮頸部円錐切除術を実施した症例の臨床成績
松坂 直（尼崎総合医療センター）他
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P―104― 5. 当科における子宮頸部円錐切除術後断端所見別の臨床経過の検討
山本幸代（西宮病院）他

P―104― 6. 術前に子宮頸部上皮内病変と診断され，円錐切除が施行された症例の転帰～LEEP
の適応条件の検討～ 佐藤敏治（秋田大）他

P―104― 7. 当院における円錐切除術施行症例の検討 山田 菫（金沢医大病院）他
P―104― 8. 当院での閉経後に子宮頸部円錐切除術を施行した症例の臨床成績

荻野敦子（尼崎総合医療センター）他
P―104― 9. 円錐切除術で妊孕性を温存した子宮頸癌の 6 症例 小林光紗（聖隷浜松病院）他
P―104― 10. 子宮頸部円錐切除症例の挙児希望症例に関する後方視的検討

戸澤晃子（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

14：10～14：50
Group 105 がん生殖・がん検診

座長：帝京大学ちば総合医療センター 梁 善光

P―105― 1. AYA 世代の婦人科悪性腫瘍―その特徴と問題点―
久慈志保（聖マリアンナ医大）他

P―105― 2. HPV 検査併用による子宮頸がん検診の最も効率的な運用について
當眞真希子（豊見城中央病院）他

P―105― 3. スマートフォンを用いた子宮頸がん予防アプリの開発と利用効果（第 2 報）
松浦祐介（産業医大産業保健学部広域・発達看護学）他

P―105― 4. 子宮頸がん検診における経腟超音波検査の子宮内膜疾患スクリーニングへの応用
～近年当科で経験した子宮体癌（子宮内膜癌）10 症例を中心に

植田敏弘（倉敷成人病センター）他
P―105― 5. Y 市における細胞診/HPV 検査併用子宮頸がん検診～簡易ジェノタイプ判定による

5 年間の成績 大石徹郎（鳥取大附属病院）他
P―105― 6. 当院におけるコルポスコピーの検討 水谷栄介（中部労災病院）他
P―105― 7. 性索間質性腫瘍に対する化学療法施行後の妊孕性

遠藤 拓（聖マリアンナ医大）他
P―105― 8. AYA 世代の卵巣性索間質性腫瘍における，がん・生殖医療の実態調査

中村貴香（妊孕性温存チーム）他
P―105― 9. AYA 世代の卵巣胚細胞性腫瘍患者における化学療法施行後の妊孕性にかかわる実

態調査 山中弘之（日本医療研究開発機構（AMED）がん生殖研究大須賀班）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 2
2号館 3F：会議室 231

14：10～14：50
Group 106 子宮体癌―腹腔鏡

座長：神戸大学 寺井 義人

P―106― 1. 腹腔鏡下子宮全摘術を実施した子宮体癌 186 例の腫瘍学的予後
見延進一郎（北海道がんセンター）他
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P―106― 2. 改変経腹膜アプローチ Left Dome Formation 法による腹腔鏡下左側傍大動脈リン
パ節廓清の試み 水本泰成（金沢大附属病院）他

P―106― 3. 高度肥満（BMI50）合併子宮体癌患者に対してロボット支援下子宮体癌根治術を施
行した一例 谷口 僚（三重大附属病院）他

P―106― 4. 当院での腹腔鏡下子宮体癌手術について 加藤雄一郎（岐阜市民病院）他
P―106― 5. 当院における子宮体癌 I 期に対する腹腔鏡下手術の成績

辻 沙織（関西ろうさい病院）他
P―106― 6. 当院で経験した病的肥満症例に対する全腹腔鏡下子宮全摘出術の有用性の検討

須田尚美（富山大附属病院）他
P―106― 7. 腹腔鏡下子宮全摘術を施行後 7 か月で腟断端再発した子宮体癌の 1 例

井上佳代（兵庫医大）他
P―106― 8. 早期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術および開腹手術の予後の検討

児玉順一（広島市民病院）他

14：10～14：50
Group 107 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―臨床検討 2

座長：愛媛大学 松元 隆

P―107― 1. MRI 及び PET-CT の併用による卵巣腫瘍の悪性度及び組織型の評価
塚本博幸（順天堂大練馬病院）他

P―107― 2. 上皮性卵巣癌患者の筋肉量と予後予測について 松原侑子（岡山大）他
P―107― 3. 上皮性卵巣癌における術前血小板数の臨床的意義の検討 千酌 潤（鳥取大）他
P―107― 4. 卵巣癌の再発後生存期間と全生存期間との関連における後方視的検討

野中道子（鳥取大）他
P―107― 5. 当院における婦人科難治性癌性腹水に対する濾過濃縮再静注法と腹水穿刺排液法の

後方視的検討 溝上友美（関西医大附属病院）他
P―107― 6. ジエノゲスト投与中に卵巣癌を発生した子宮内膜症性卵巣囊胞症例 174 例における

卵巣癌発症リスク因子の解析 本田倫子（帝京大溝口病院）他
P―107― 7. 当院における卵巣境界悪性腫瘍症例の検討 羽田 平（防衛医大病院）他
P―107― 8. 卵巣子宮内膜症性囊胞の癌化に関する新見解 城玲央奈（近畿大）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 3
2号館 3F：ロビー

14：10～14：50
Group 108 家族性腫瘍

座長：新潟大学 関根 正幸

P―108― 1. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（Hereditary Breast and Ovarian Cancer syndrome；
HBOC）に対する先制医療としてのリスク低減卵巣卵管切除術（Risk-Reducing
Salpingo-Oophorectomy；RRSO）の現状 石川哲也（昭和大病院）他

P―108― 2. 費用対効果に優れたリンチ症候群関連子宮体癌のスクリーニング戦略
菅原多恵（秋田大附属病院）他

14
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

― 206 ―



P―108― 3. 当院におけるリンチ症候群の実態調査
石川光也（国立がん研究センター中央病院）他

P―108― 4. 遺伝性腫瘍と診断された当院婦人科患者の転帰～リスク低減手術や妊孕性温存の問
題を含めて～ 上田真子（兵庫医大）他

P―108― 5. 当院におけるリンチ症候群子宮体癌の臨床および病理学的検討
鈴木由梨奈（埼玉県立がんセンター）他

P―108― 6. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）関連卵巣癌の臨床像
坂井美佳（四国がんセンター）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 4
2号館 3F：会議室 232+233

14：10～14：50
Group 109 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 3

座長：防衛医科大学校 髙野 政志

P―109― 1. 妊娠初期に脱落膜変化と類似した乳頭状結節を伴い良悪性の鑑別に苦慮した両側卵
巣がん合併妊娠の 1 例 向 麻利（浜松医大）他

P―109― 2. 当院で経験した卵巣癌に伴う Trousseau 症候群の 2 例
西本昌司（神戸赤十字病院）他

P―109― 3. 虫垂炎切除 6 年後に発症した腹膜偽粘液腫の一例 高倉正博（金沢医大）他
P―109― 4. 大腿ヘルニアのヘルニア囊内より発生した類内膜腺癌の 1 例

塚原稚香子（大阪警察病院）他
P―109― 5. 癌性髄膜炎を併発した原発性腹膜癌の一例 小林 梓（群馬大附属病院）他
P―109― 6. 鼠径部のリンパ節腫大により発見され術前での診断が困難であった正常大卵巣癌を

合併した原発性卵管癌の 1 例 加藤俊平（東広島医療センター）他
P―109― 7. 鼠径部子宮内膜症に由来する類内膜癌の 1 例 横川裕亮（諏訪赤十字病院）他
P―109― 8. 直腸腟間 内膜症より発生した明細胞癌の症例

角田紗保里（大阪国際がんセンター）他
P―109― 9. BRCA 陰性卵巣癌に対して Olaparib 維持療法が有効な 1 例

明石英彦（新潟大病院）他
P―109― 10. 卵巣原発腺肉腫の妊孕性温存術後に自然妊娠した 1 例

堀内辰郎（滋賀医大附属病院）他
P―109― 11. BRCA 遺伝子検査で病的意義が不明と判定された一例 渡邊 灯（長崎大）他

14：10～14：50
Group 110 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 4

座長：東京慈恵会医科大学 山田 恭輔

P―110― 1. 乳び腹水に対しオクレオチド・エチレフリン併用療法が有効であった卵巣癌の 1 例
内田啓子（大阪市立大附属病院）他

P―110― 2. SMI と SWE を用いた超音波技術により悪性診断が有用であった卵巣癌の一例
伊藤 薫（聖マリアンナ医大）他
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P―110― 3. 卵巣癌 Ic 期，孤発性小脳転移に対して腫瘍摘出術および放射線療法を施行し，その
後再発なく 2 年半経過し得た 1 例 内田志穂（静岡赤十字病院）他

P―110― 4. 骨盤内腫瘍に対して腹腔鏡下骨盤内臓全摘術を施行した 1 例
新美 薫（名古屋大）他

P―110― 5. 再発卵巣明細胞癌に対し Bevacizumab にて長期に病勢コントロールを行った一例
柏木唯衣（富士宮市立病院）他

P―110― 6. オラパニブによる維持療法を行った卵巣癌多発脳転移再発の 1 例
徳重 悠（大阪赤十字病院）他

P―110― 7. 化学療法により病変が完全に消失した卵巣癌（高悪性度漿液性腺癌）IIIC 期の一例
矢野肇子（福山医療センター）他

P―110― 8. 術後 NSAIDs 腎症により透析を要した腸管穿破卵巣原発扁平上皮癌の一例
立花康成（東京女子医大東医療センター）他

P―110― 9. CT が診断契機となった Dysgerminoma IA 期の再発症例 村頭 温（滋賀医大）他
P―110― 10. 卵巣成熟囊胞性奇形腫の悪性転化の 1 例 赤松巧将（倉敷中央病院）他

14：10～14：50
Group 111 婦人科その他―症例 3

座長：日本大学 千島 史尚

P―111― 1. 小児頭大卵巣囊腫の術前診断で手術を行ったが，術中の原発同定困難であった中腎
管囊胞の一例 松本愛世（大阪警察病院）他

P―111― 2. 癌性腹膜炎と鑑別困難であった多量血性腹水を伴う大網・腹膜内膜症の一例
関 典子（岡山済生会総合病院）他

P―111― 3. 外科的切除後に異なる経過を辿った外陰部 Aggressive angiomyxoma の 2 例
大沢草宣（那須赤十字病院）他

P―111― 4. LEGH を伴った子宮頸部憩室の一例 佐藤千絵（岩手医大）他
P―111― 5. 難治性尖圭コンジローマに補中益気湯が著効した全身性エリテマトーデスの一例

小林祐子（刈谷豊田総合病院）他
P―111― 6. 7 年間増大傾向を示さずに経過した GIST 大久保大孝（蒲郡市民病院）他
P―111― 7. 子宮内膜生検で悪性リンパ腫の診断に至った 1 症例

寺田美希子（大阪労災病院）他
P―111― 8. 囊胞性子宮腺筋症にアデノマトイド腫瘍を合併した 1 例

山縣芳明（JCHO 徳山中央病院）他
P―111― 9. 診断に苦慮した腟粘液性腺癌の一例 澤田育子（大阪警察病院）他

14：10～14：50
Group 112 医学教育・研修・その他

座長：愛媛大学 藤岡 徹

P―112― 1. Fundamental Use of Surgical Energy を導入した手術教育
玉手雅人（札幌医大）他

P―112― 2. 技術認定を最近取得した医師が周囲にいない環境で修練を開始し，腹腔鏡技術認定
医を取得するまでの道のり 平石 光（前橋赤十字病院）
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P―112― 3. 静脈血栓塞栓症に対する DOAC 使用 110 例の臨床的検討
寺本瑞絵（札幌医大）他

P―112― 4. 表皮内電気刺激装置を用いた化学療法誘発性末梢神経障害の客観的評価
赤石麻美（弘前大附属病院）他

P―112― 5. カルボプラチン脱感作投与の後方視的検討 山本晃人（日本医大）他
P―112― 6. 当院での TLH における卵管切除術の手順の検討 尹 麗梅（岐阜市民病院）他
P―112― 7. 術前後の腹部 X 線画像を比較したにもかかわらず，器具遺残を誤認した 2 例

太田 裕（吹田病院）他
P―112― 8. 非正規分布に対する統計モデルの適合 満下淳地（高崎総合医療センター）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 5
2号館 3F：会議室 234

14：10～14：50
Group 113 子宮筋腫・内膜症・腺筋症―症例 3

座長：佐賀大学 中尾 佳史

P―113― 1. 当院で経験した子宮捻転の 1 例 入江恭平（広島市民病院）他
P―113― 2. 子宮筋腫核出術後に Mycoplasma hominis による腹腔内膿瘍・菌血症を来した 1 例

細井文子（日本生命病院）他
P―113― 3. 開腹筋腫核出術後に生じた子宮仮性動脈瘤に対して子宮動脈塞栓術が有効であった

一例 太田真見子（千船病院）他
P―113― 4. 腹腔鏡下手術を要した回盲部子宮内膜症の 3 例 深澤祐子（第一東和会病院）他
P―113― 5. 閉経後の多量の性器出血を伴った筋腫分娩に対し子宮動脈塞栓術が著効した 1 例

延原一郎（市立奈良病院）他
P―113― 6. 卵巣癌の再発と疑われた閉経後子宮囊胞性腺筋症の一例

神野友里（大阪警察病院）他

14：10～14：50
Group 114 手術・内視鏡手術―症例 2

座長：帝京大学ちば総合医療センター 五十嵐敏雄

P―114― 1. 閉鎖式導尿バッグ膨張で膀胱損傷が判明した全腹腔鏡下子宮全摘出術の 1 症例―合
併症を見逃さないためのポイント― 深津優子（みさと健和病院）他

P―114― 2. 卵巣顆粒膜細胞腫症例に対して staging laparoscopic surgery を施行した 1 例
東條伸平（松山赤十字病院）他

P―114― 3. 子宮体癌に対する腹腔鏡下子宮全摘出術後にポート部再発をきたした 1 症例
福田久人（関西医大）他

P―114― 4. 子宮重量が 2,400g 以上の巨大子宮筋腫症例に対して腹腔鏡下子宮全摘術が完遂で
きた 2 症例 谷口文章（高の原中央病院）

P―114― 5. 子宮体癌に対する腹腔鏡下悪性腫瘍手術後に生じたポートサイトヘルニアを腹腔鏡
下に修復した一例 吉見佳奈（日本生命病院）他

P―114― 6. 当科にて施行した腟式付属器摘出術の 1 例 相本法慧（三豊総合病院）他
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P―114― 7. 腹腔鏡下両側付属器切除後に判明した正常大卵巣の明細胞境界悪性腫瘍の一例
片山沙希（岡山大病院）他

P―114― 8. 子宮内膜組織診後に A 群溶連菌による敗血症性ショックを来し，集学的治療を行っ
た一例 酒井美恵（豊岡病院）他

14：10～14：50
Group 115 合併症妊娠―腎・骨疾患

座長：奈良県立医科大学 佐道 俊幸

P―115― 1. 当院での腎移植後妊娠の検討 服部 渉（名古屋第二赤十字病院）他
P―115― 2. IgA 腎症の生体腎移植後の妊娠中に腎機能が増悪し緊急帝王切開を要した一例

本間千夏（聖マリアンナ医大病院）他
P―115― 3. 当院で経験した透析導入妊婦の 4 症例 5 妊娠 杉原弥香（川崎医大附属病院）他
P―115― 4. 妊娠 36 週に母体腎動脈瘤破を発症した 1 例 内山陽介（群馬大附属病院）他
P―115― 5. 妊娠を契機に診断されたネフローゼ症候群の 2 症例

原 茉里（JA 江南厚生病院）他
P―115― 6. 腎疾患合併妊娠を疑い妊娠中に腎生検を行ったが確定診断が困難であった一例

張 良実（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他
P―115― 7. 一過性大腿骨頭萎縮症により両側大腿骨頭骨折を生じた双胎妊娠の 1 例

東山希実（大阪赤十字病院）他
P―115― 8. 切迫早産管理中に発症した妊娠性一過性大腿骨頭萎縮症の一例

堅田千晶（高知医療センター）他

14：10～14：50
Group 116 合併症妊娠―精神・神経疾患

座長：新潟大学 山口 雅幸

P―116― 1. 精神疾患合併妊娠の母体，新生児についての検討と当院での取り組み
郡山直子（兵庫医大）他

P―116― 2. 神経性やせ症既往妊娠の周産期予後についての検討 笠原恭子（滋賀医大）他
P―116― 3. 過去 5 年間の当院における統合失調症合併妊娠 56 例の検討

大城早紀子（都立多摩総合医療センター）他
P―116― 4. 当院の精神科閉鎖病棟での入院管理を要した精神疾患合併妊娠の周産期管理の現状

と問題点の検討―特に分娩様式と麻酔方法について―
小野有紀（秋田大附属病院）他

P―116― 5. 当院における向精神薬・精神病薬を内服中の妊婦から出生した児の短期予後
漆川 邦（茨城県立中央病院）他

P―116― 6. 精神疾患合併妊婦における硬膜外無痛分娩と周産期予後の検討
原 澄子（東京衛生病院）他

P―116― 7. 産後 3 か月で再燃を認めた抗 MOG 抗体陽性片側大脳皮質脳炎の一例
田中 萌（聖隷健康診断センター）他

P―116― 8. 妊娠中に発症した非ヘルペス性辺縁系脳炎の 1 例 山田 諭（信州大附属病院）他
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14：10～14：50
Group 117 合併症妊娠―婦人科疾患・その他

座長：浜松医科大学 田村 直顕

P―117― 1. 切迫早産を契機にWerner 症候群が疑われ，産後確定診断となった 1例
十河千恵（名古屋市立西部医療センター）他

P―117― 2. 子宮筋腫合併妊娠の周産期予後からみた妊娠前の子宮筋腫治療適応
伊東裕子（福岡大）他

P―117― 3. 妊娠後期に自然整復した子宮筋腫合併嵌頓子宮の 2例
村上暢子（淀川キリスト教病院）他

P―117― 4. 当院の子宮下部筋腫合併妊娠における分娩転帰について
岡田奈津実（滋賀医大）他

P―117― 5. 子宮内膜症の既往がある妊婦は産科合併症が増加する
原田 崇（鳥取大附属病院）他

P―117― 6. 当院における子宮内膜症合併妊娠の後方視的検討 吉元千陽（奈良県立医大）他
P―117― 7. 妊娠中に卵巣子宮内膜症性囊胞破裂をきたすも保存的加療が可能であった 3症例

増田望穂（神戸市立医療センター中央市民病院）他
P―117― 8. 産褥期における膵β細胞容量は cell size の変化によって規定される

高橋雅也（順天堂大順天堂医院）他
P―117― 9. 我が国における早期新生児期の母乳育児の実態について

佐野泰子（横浜市立大附属病院）他
P―117― 10. 母乳栄養確立に影響する因子の検討 志水香保里（パルモア病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 6
2号館 3F：ホワイエ

14：10～14：50
Group 118 合併症妊娠―膠原病・腫瘍

座長：東京女子医科大学東医療センター 村岡 光恵

P―118― 1. 分娩後漿膜炎をきたした活動期 SLE合併妊娠の 1例
張 凌雲（伊勢赤十字病院）他

P―118― 2. 妊娠中の急性増悪により多彩な症状を呈し治療に抵抗したMCTD（混合性結合組織
病）合併妊娠の一例 尾崎江都子（千葉大附属病院）他

P―118― 3. プレコンセプションから周産期管理したリウマチ合併妊娠について
藤田太輔（大阪医大）他

P―118― 4. 妊娠を継続した悪性腫瘍合併妊娠の 3症例 村山結美（大阪医大附属病院）他
P―118― 5. 乳癌合併妊娠 5症例の検討 関塚智之（新潟大病院）他
P―118― 6. 下肢しびれから歩行困難に至った妊娠中に発症した胸髄腫瘍の 1例

北野佐季（大阪府立急性期・総合医療センター）他
P―118― 7. 縦隔原発大細胞型B細胞リンパ腫合併妊娠の 1例

和田郁美（鳥取県立中央病院）他
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P―118― 8. 妊娠初期の子宮頸部細胞診でNILMであったが妊娠中の強い 痛を契機に子宮頸
癌 IIIB 期の診断となった一例 加藤恵一朗（聖隷浜松病院）他

14：10～14：50
Group 119 切迫早産・早産 2

座長：宮崎大学 川越 靖之

P―119― 1. 当院での切迫早産入院患者に対するリハビリテーション
千村友香理（都立大塚病院）他

P―119― 2. 切迫早産管理に補中益気湯が奏功した症例の検討
岡村麻子（つくばセントラル病院）他

P―119― 3. 腟内 Lactobacillus の減少した妊婦に対するラクトフェリン腸溶錠の効果
三浦広志（秋田大附属病院）他

P―119― 4. 頸管無力症に対する頸管縫縮術の有用性と妊娠転帰 岡村直哉（兵庫医大）他
P―119― 5. 子宮頸管長計測における検者間信頼性に影響する因子に関する検討

大井理恵（愛育病院）他
P―119― 6. 当院における無症候性子宮頸管長短縮症例の早産率の検討

三谷尚弘（亀田総合病院）他
P―119― 7. 難治性流早産ハイリスクに対する妊娠時の経腹的子宮頸管（峡部）縫縮術

桑原慶充（日本医大）他
P―119― 8. 早産歴がない頸管長短縮かつ頸管の不顕性感染を有さない症例に対する頸管縫縮術

の有用性 多施設共同ランダム化比較試験（RCT）の結果に基づく二次的解析結果
より 大槻克文（日本早産学会）他

P―119― 9. 当院における子宮頸管縫縮術の検討 石黒共人（越谷市立病院）他
P―119― 10. 当院での頸管縫縮術の検討 山口智子（宮崎大附属病院）他
P―119― 11. 緊急頸管縫縮術症例における炎症関連所見以外のリスク因子

杉見 創（長崎医療センター）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 7
3号館 3F：連絡通路（2号館側）

14：10～14：50
Group 120 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 2

座長：香川大学 田中 宏和

P―120― 1. 自然分娩後に子宮不全破裂が判明した，産科危機的出血の一例
常松梨紗（手稲渓仁会病院）他

P―120― 2. 腎被膜動脈からの側副路を認めた弛緩出血の一例 溝口冬馬（岐阜大附属病院）他
P―120― 3. 経腟分娩の産褥 2週間に大量出血をきたした 3症例の検討

小髙紗季（松阪総合病院）他
P―120― 4. 分娩第二期に突然の意識消失に至り剖検で心肺虚脱型羊水塞栓症と診断された一例

野島俊二（金沢医療センター）他
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P―120― 5. 産科 DIC のため輸血するも奏功せず子宮全摘に至った未受診，常位胎盤早期剝離，
子宮内胎児死亡の一例 本郷綾華（富山大附属病院）他

P―120― 6. 救命し得た臨床的羊水塞栓症の 1 例 脇坂美帆（大分大附属病院）他
P―120― 7. 弛緩出血に対して子宮動脈塞栓術 2 回施行後の子宮壊死：症例報告

平嶋洋斗（自治医大附属病院）他
P―120― 8. 大量出血を来した AB 型 Rh 陰性患者の一例 尾山量子（恵寿総合病院）他
P―120― 9. 産科 DIC に対するフィブリノゲン製剤の使用経験 松倉大輔（弘前大附属病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 8
3号館 3F：連絡通路（中央）

14：10～14：50
Group 121 異常妊娠 2

座長：埼玉医科大学総合医療センター 松永 茂剛

P―121― 1. 子宮瘢痕部妊娠および子宮頸管妊娠に対してメトトレキサート（MTX）局所投与を
行った 13 例の検討 橋本彩紗（横浜市立大センター病院）他

P―121― 2. 当院で経験した帝王切開瘢痕部妊娠・頸管妊娠 16 例の検討
長安実加（奈良県立医大）他

P―121― 3. 妊娠初期流産に対する待機管理療法の成績 後藤健次（丹南病院）
P―121― 4. 異所性妊娠に対するメソトレキセート療法の臨床的解析

小林剛大（豊見城中央病院）他
P―121― 5. 本邦の 20 週以降の腹膜妊娠例（Advanced abdominal pregnancy）についての検討

星野達二（明和病院）他
P―121― 6. 当院での異所性妊娠の管理について

繁田直哉（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他
P―121― 7. 絨毛膜下血腫のため妊娠初期より入院管理を要した 12 症例の検討

夫馬和也（名古屋第一赤十字病院）他
P―121― 8. 妊娠 20 週以前に破水し妊娠 22 週以降に出生した 3 症例の転帰

五島裕之（北里大病院）他
P―121― 9. 同側の卵管間質部妊娠を反復し，異なる治療法で管理した 2 例

齋藤 愛（名古屋第一赤十字病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 9
3号館 3F：連絡通路（4号館側）

14：10～14：50
Group 122 妊娠高血圧症候群 4

座長：愛知医科大学 渡辺 員支

P―122― 1. HELLP 症候群のリスク因子と時間的回復の検討
小池真琴音（淀川キリスト教病院）他
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P―122― 2. 分娩中脳出血の一例 松 敬介（宮崎大附属病院）他
P―122― 3. 妊娠中に脳出血をきたした症例の周産期予後 西野有美（日赤医療センター）他
P―122― 4. 尿中 angiogenic factor による妊娠高血圧腎症の発症予知

古田伊都子（北海道大）他
P―122― 5. 母体甲状腺ホルモン値を用いた HDP 予後予測の検討

古来愛香（東京女子医大八千代医療センター）他
P―122― 6. 高血圧合併妊娠における妊娠中の血圧上昇を予測する biomarker としての brain

natriuretic peptide の可能性 中西篤史（国立循環器病研究センター）他
P―122― 7. 妊娠高血圧腎症における尿蛋白量および血中アルブミンと母体血管内皮機能との関

連性についての検討 齋藤拓也（愛知医大病院）他
P―122― 8. 妊娠蛋白尿合併の双胎妊娠における，妊娠高血圧症候群に関連した合併症の特徴

城 道久（大阪母子医療センター）他
P―122― 9. 早発型妊娠高血圧腎症発症時のアンチトロンビン活性値と妊娠期間延長の関係

森川 守（北海道大）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 10
4号館 3F：会議室 431+432

14：10～14：50
Group 123 出生前診断・胎児先天性疾患 4

座長：昭和大学 松岡 隆

P―123― 1. 当院における NIPT 実施例の妊婦背景と新生児予後についての検討
熊谷恭子（名古屋市立大病院）他

P―123― 2. KANET を用いた出生後発達障害の予測 森 信博（香川大）他
P―123― 3. 当院における胎児診断された胎児心構築異常の分娩転機の検討

江口武志（岡山大病院）他
P―123― 4. 胎児期に直腸腟前庭瘻を描出できた鎖肛の一例 正木理恵（徳島大）他
P―123― 5. 腎機能が温存できたプルーンベリー症候群の 2 症例 今野寛子（聖隷浜松病院）他
P―123― 6. 出生前診断しえた羊水過多を伴う第 1・第 2 鰓弓症候群の 1 症例

河端苗江（関西医大附属病院）他
P―123― 7. 胎児副腎囊胞性腫瘤の一例 黒川裕介（小倉医療センター）他

14：10～14：50
Group 124 出生前診断・胎児先天性疾患 5

座長：東邦大学医療センター佐倉病院 竹下 直樹

P―124― 1. 母体血漿中胎児 DNA 率と妊娠初期 CRL の関連性に関する研究
濱田尚子（昭和大）他

P―124― 2. 当院におけるトリソミー児の診断とその転帰について
大平安希子（岡山大病院）他

P―124― 3. 当院における出生前診断を希望する妊婦の受診動向の変化についての報告～NIPT
開始前後の各 3 年間の比較～ 小熊朋子（兵庫医大病院）他
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P―124― 4. 冠静脈洞拡張を呈した胎児診断された孤発型総肺静脈還流異常症の 2 例
森川恵司（広島市民病院）他

P―124― 5. 当院における区分診断法を用いた胎児心臓超音波検査の有用性について
奥村亜純（榊原記念病院）他

P―124― 6. 13；21 番ロバートソン型転座家系の 2 世代目の出生前診断の 1 症例
黒田優美（関西医大）他

P―124― 7. 羊水検査で検出された，胎児染色体挿入の一例 加茂矩士（磐城共立病院）他
P―124― 8. 口腔外，頭蓋内に発達した胎児 Epignathus の一例 大澤有姫（弘前大）他

14：10～14：50
Group 125 早産・その他

座長：東京女子医科大学 小川 正樹

P―125― 1. 子宮頸部円錐切除術は腟内フローラ異常の修復機構を破綻させる～円錐切除術後妊
娠の早産機序に関する研究 米倉星七（日本大板橋病院）他

P―125― 2. 幼児期の放射線療法による性器低形成を認めながらも早産で生児を得た 1 症例
和田鉄也（JA 海南病院）他

P―125― 3. 当院における子宮奇形合併妊娠と周産期予後についての検討
黒坂徳子（医科歯科大附属病院）他

P―125― 4. 子宮頸部静脈瘤からの出血に対し子宮頸管縫縮術が有効であった一例
川俣あかり（札幌医大）他

P―125― 5. 妊娠 29 週に子宮表在静脈破綻を来した一例 山脇愛香（奈良県立医大）他
P―125― 6. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術後，妊娠 24 週で子宮破裂をきたした 1 例

泉 有紀（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター）他
P―125― 7. 両側子宮に同時妊娠した OHVIRA 症候群の 1 例

高林杏奈（青森県立中央病院）他

14：10～14：50
Group 126 癒着胎盤・胎盤ポリープ 2

座長：順天堂大学静岡病院 田中 利隆

P―126― 1. 子宮頸部筋腫・前壁付着癒着胎盤に対して子宮底部横切開による帝王切開術を選択
した 1 例 柴田梓沙（ベルランド総合病院）他

P―126― 2. 妊娠後期より胎盤内に巨大血腫を認め，癒着胎盤を呈した一症例
山口桃李（兵庫医大）他

P―126― 3. 胎盤ポリープ経過観察中に自然妊娠し異なる転帰をたどった 2 例
杉井裕和（津山中央病院）他

P―126― 4. 癒着胎盤に対し保存的加療を行い遺残胎盤が消失した 2 症例
山根尚史（呉医療センター）他

P―126― 5. 大量輸血と動脈塞栓術を行った常位嵌入胎盤の 1 例
秋定 幸（岡山済生会総合病院）他

P―126― 6. 当院における過去 5 年間の全前置癒着胎盤の検討
中村春樹（奈良県立医大附属病院）他
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P―126― 7. 子宮動脈塞栓術後の妊娠で癒着胎盤を生じ，子宮全摘術を要した 2 症例
手向麻衣（愛染橋病院）他

P―126― 8. 癒着胎盤に対する両側総腸骨動脈バルーン閉塞術（CIABO）下の帝王切開中に総腸
骨動脈解離を発症した一例 斉藤公仁（札幌医大附属病院）他

14：10～14：50
Group 127 分娩の異常・その他

座長：宮崎大学 古川 誠志

P―127― 1. 骨盤位外回転術に伴う異常出血のリスク因子と転帰
松井仁志（国立成育医療研究センター）他

P―127― 2. 当院における分娩予定日を超過した初産婦への分娩誘発の後方視的検討
服部友香（大同病院）他

P―127― 3. 子宮筋腫合併妊娠で必要とされるオキシトシン製剤の用量についての検討
牧野麻理恵（三重大附属病院）他

P―127― 4. 児頭が娩出したら即座に圧をかけて体幹を娩出させることは必要か？ Two-step
delivery における新生児仮死の前方視的観察研究

菱川賢志（湘南鎌倉総合病院）他
P―127― 5. 分娩誘発における母体体重とオキシトシン反応性 平賀裕章（石巻赤十字病院）他
P―127― 6. 演題取り下げ
P―127― 7. 分娩誘発・陣痛促進時における子宮内圧計の安全性についての検討

矢嶋秀彬（三重大附属病院）他
P―127― 8. 巨大児分娩既往妊婦に発症した肩甲難産の 1 例 衛藤 聡（大分大附属病院）他
P―127― 9. 当院における胎児外回転術の成績ならびに成功予測因子の検討

正橋佳樹（名古屋第一赤十字病院）他

14：10～14：50
Group 128 周産期管理・その他

座長：宮崎大学 児玉 由紀

P―128― 1. 帝王切開において，膀胱子宮窩腹膜を縫合した群と無縫合で癒着防止製剤を使用し
た群で次回帝王切開時の癒着の程度は異なるか 五十嵐なつみ（秋田総合病院）他

P―128― 2. 妊娠 37 週以降での前期破水時の抗菌薬投与の有無による，臨床的絨毛膜羊膜炎の発
生率と新生児急性期予後の比較 向 亜紀（浜松医療センター）他

P―128― 3. 分娩時における非侵襲的心拍出量モニタリング
澤田雅美（国立循環器病研究センター）他

P―128― 4. Holding the cervix 法の注意点：産褥子宮収縮観察の重要性
木村あずさ（自治医大さいたま医療センター）他

P―128― 5. 帝王切開時の母体モニタリングとしての脳組織酸素飽和度測定
鈴木一有（浜松医大附属病院）他

P―128― 6. 正常発育症例における cerebroplacental ratio（CPR）の分娩予後予測に対する有用
性，および胎児付属物の分娩前評価との関連の検討 德中真由美（昭和大病院）他

P―128― 7. 当院の院内助産制度における対象選択基準と周産期予後の相関の検討
菊地範彦（信州大）他
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P―128― 8. 経腟分娩後の転倒事例に関する検討 三井 崇（ローズベルクリニック）

14：10～14：50
Group 129 産褥の異常・その他

座長：埼玉医科大学 亀井 良政

P―129― 1. 帝王切開術後の深部静脈血栓症発症について 川内華佳（防衛医大病院）他
P―129― 2. 子宮動脈に加え片側の卵巣動脈塞栓術を要した仮性動脈瘤の 1 例

東 恭子（恵寿総合病院）他
P―129― 3. 診断に難渋した GBS による産褥感染性心内膜炎の一例

中村 豪（昭和大横浜市北部病院）他
P―129― 4. 子宮破裂全国調査報告書 牧野真太郎（日本産科婦人科学会周産期委員会）他
P―129― 5. 弛緩出血に対して子宮動脈塞栓術施行後に筋層壊死となり子宮摘出を行った 1 例

今泉絢貴（高知病院）他
P―129― 6. 造影 MRI 検査で診断に至らなかった産褥卵巣静脈血栓症

中川公平（明石医療センター）他
P―129― 7. 産科大量出血後，早期に発症した Sheehan 症候群の一例

川口美保子（JA 高岡病院）他
P―129― 8. 流産後に発症した子宮動静脈奇形の 1 例 境康太郎（大同病院）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 11
4号館 3F：連絡通路

14：10～14：50
Group 130 生殖補助医療 3

座長：英ウィメンズクリニック 塩谷 雅英

P―130― 1. 妊娠の既往の有無と生殖補助医療成績の関連性に関する検討
新屋芳里（日本大）他

P―130― 2. 当院での精巣精子採取術（simple TESE）の成績についての検討
山谷文乃（弘前大附属病院）他

P―130― 3. 受精卵呼吸測定装置を用いた胚評価法の確立 福井淳史（兵庫医大）他
P―130― 4. 当科の AMH 低値症例の IVF 治療成績の検討 宮城真帆（琉球大）他
P―130― 5. 調節卵巣刺激のクロミッド使用の有無による移植成績の検討

寺岡香里（亀田総合病院）他
P―130― 6. 内分泌療法を中断し生殖医療を施行した乳癌・肺癌併発 Li-Fraumeni 症候群の

治療経過 森 悠樹（筑波大）他
P―130― 7. 卵子提供 ART 妊娠女性の流産率及び周産期予後の検討 浮田美里（兵庫医大）他
P―130― 8. 東日本大震災が生殖補助医療の治療成績に与える影響に関する研究―ART 登録を

用いた横断研究― 髙橋俊文（福島県立医大）他
P―130― 9. 卵子提供後妊娠症例の患者背景と周産期予後 津村志穂（日赤医療センター）他
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14：10～14：50
Group 131 思春期・内分泌

座長：長崎大学 北島百合子

P―131― 1. A 県内の女子高生陸上競技選手を対象とした健康調査
水沼槙人（むつ総合病院）他

P―131― 2. 思春期女子アスリート外来―大学医局でのクリニック開業―
神元有紀（三重大）他

P―131― 3. 若年女性における月経関連症状のバイオマーカーとしての尿中バイオピリンの
可能性 塩田敦子（香川県立保健医療大看護学科）他

P―131― 4. 総排泄腔遺残症術後に腟狭窄，性交障害を認めた 3 症例
福原伸彦（名古屋第一赤十字病院）他

P―131― 5. 当院における若年卵巣癌患者の治療後ヘルスケアの現状
澤田紫乃（聖マリアンナ医大）他

P―131― 6. 性分化疾患女性における機能性月経困難症 佐伯信一朗（兵庫医大）他

第 4日 4月 14 日（日）ポスター会場 12
1号館 3F：ロビー

14：10～14：50
Group 132 感染症・その他

座長：愛知医科大学 野口 靖之

P―132― 1. 当科で経験した早期梅毒の 10 症例に関する検討 野口靖之（愛知医大）他
P―132― 2. 卵巣摘出後女性の腟内細菌叢の特徴（次世代シークエンサーを用いて）

安立匡志（浜松医大附属病院）他
P―132― 3. 全身のリンパ節転移を疑わせた梅毒合併子宮体癌の 1 例

千田康敬（岡崎市民病院）他
P―132― 4. 子宮腺筋症への感染から子宮全摘となった 4 例 堀 芳秋（福井県立病院）他
P―132― 5. MRSA 腟炎をエストロゲン製剤で治療した一例 平山貴裕（大津市民病院）他
P―132― 6. 当科におけるがん治療後トータルヘルスケアの取り組み～ホルモン補充療法の更年

期症状への効果～ 佐々木浩（大阪医大）他
P―132― 7. 婦人科悪性腫瘍術後患者において脂質代謝異常の継続的なフォローは重要である

安部美由紀（杏林大付属病院）他
P―132― 8. 子宮頸癌に対して放射線治療後ホルモン補充療法中に発症した子宮留血症

福田 真（福井赤十字病院）他
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